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表紙：今月のお花「ニューギニアインパチェンス」
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漢字詰めクロスワード
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経営支援事例8 有限会社 影山製油所

今月のお花

（表紙写真提供／しまね花の郷）

お花屋さんやホームセンターで「栄養系」と表示されてい
るお花をよくみかけます。「栄養系」とは挿し芽や挿し木、株
分けで増殖した植物のことで、生育がよく育てやすいのが特
徴です。（種から育てた植物は実生系といいます）
しまね花の郷では夏を彩る花として栄養系ニューギニアイ
ンパチェンスをガラス室にて装飾展示しています。インパチェ
ンスと比べて花・葉ともに大きく生育旺盛で、水切れしない
よう管理すれば真夏でも次々と花を咲かせ草丈は植え付け時
（当園では６月）の３倍程度になり、10 月下旬まで十分に楽し
むことができます。
実生系よりも値段は高くなりますが、生育旺盛で育てやす
く綺麗な花を咲かせる「栄養系」はこれからガーデニングを
始めたい方にも、ベテランの方にもおすすめのお花です。

知ってほしい 伝えたい 植物のチカラ
【第 2 回】植物の持つチカラ
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運輸車輌部会視察研修 食品観光サービス部会研修会

松本新吾
専務理事

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
を
承
認

収
支
決
算
を
承
認

第
１
２
９
回
通
常
議
員
総
会

第
１
２
９
回
通
常
議
員
総
会

　
６
月
27
日
㈭
出
雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
第
１
２
９
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
会
で
は
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
岡
尚
専
務
理
事
の
退
任
に
伴
う
新
専
務
理
事
に
松
本
新
吾
氏
の
選
任
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
は
、
令
和
６
年
７
月
１
日
～
令
和
７
年
10
月
31
日
ま
で
）

　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
概
要
は
２
～
６
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
度
事
業
報
告

○
概
況

　
昨
年
５
月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
５
類
へ
の
移
行
に
伴
い
、
感

染
法
に
基
づ
く
外
出
自
粛
な
ど
の
措
置

が
求
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
政
府
は
、「
総
合
経
済
対
策

の
実
施
な
ど
に
よ
っ
て
、
低
物
価
・
低

賃
金
・
低
成
長
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経

済
か
ら
、
持
続
的
な
賃
上
げ
や
活
発
な

投
資
が
け
ん
引
す
る
成
長
型
経
済
へ
の

変
革
を
成
し
遂
げ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
速
し
た
日

本
経
済
は
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、
回
復

に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
食
料
品
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
の

値
上
げ
な
ど
が
家
計
を
圧
迫
す
る
一
方

で
、
充
分
な
価
格
転
嫁
が
で
き
な
い
企

業
の
収
益
に
影
響
を
与
え
る
な
ど
、
厳

し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

当
出
雲
地
域
で
は
、
フ
ジ
ド
リ
ー
ム

エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
仙
台
便

が
廃
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
新
名
古
屋

便
（
中
部
国
際
空
港
）
の
就
航
と
静
岡

便
の
復
便
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

山
陰
道
大
田
・
静
間
道
路
、
静
間
・
仁

摩
道
路
の
開
通
に
続
き
令
和
６
年
度
中

に
は
出
雲
・
湖
陵
道
路
、
湖
陵
・
多
伎

道
路
が
開
通
す
る
予
定
に
な
っ
て
お

り
、
地
域
間
交
流
を
は
じ
め
観
光
・
産

業
の
振
興
や
地
域
活
性
化
へ
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
当
所
で
は
、
商
工

会
議
所
活
動
の
主
軸
と
な
る
部
会
活
動

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
統
合
に
よ
り

食
品
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
を
発
足
さ

せ
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
金
融
情
報

サ
ー
ビ
ス
部
会
が
発
足
す
る
な
ど
、
今

後
の
部
会
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
部
会
活
動
を
ベ
ー
ス
に
、
令
和

５
年
度
も
島
根
県
商
工
会
議
所
連
合
会

や
出
雲
市
商
工
団
体
協
議
会
と
し
て
、

島
根
県
や
出
雲
市
へ
各
種
の
要
望
を
実

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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出雲商工会館長寿命化工事完了

税制改正セミナー
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施
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
相
談
支
援
体
制
機
能
強
化

事
業
」
や
「
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支

援
事
業
」
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
よ

り
多
く
の
事
業
所
支
援
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
と
し
て
例
年
開
催
し
て
い
る
「
ま

ち
ゼ
ミ
」
を
行
い
、
中
心
市
街
地
へ
足

を
運
ぶ
機
会
の
増
加
を
図
っ
た
ほ
か
、

商
店
街
の
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
て
い
る
中
心
商
店
街
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
中

身
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
一
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
し
た
出
雲
商
工
会
館
の
耐
震
補

強
工
事
と
長
寿
命
化
工
事
も
令
和
５
年

度
末
ま
で
に
す
べ
て
完
了
し
、
会
員
の

皆
様
に
ご
利
用
し
や
す
い
商
工
会
議

所
、
商
工
会
館
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

以
下
、
令
和
５
年
度
重
点
事
業
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
主
な
取
組
み
内
容

１
．資
金
繰
り
、物
価
高
騰
、イ
ン

ボ
イ
ス
導
入
に
対
す
る
支
援

・
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
の
返
済

に
備
え
る
資
金
繰
り
と
新
事
業
展
開

の
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
移
行

後
、
各
地
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
徐
々
に

再
開
さ
れ
る
な
ど
経
済
活
動
が
平
常
化

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
蓄

積
さ
れ
た
負
債
に
よ
り
、
財
務
状
況
は

悪
化
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
な
か
、

今
年
度
に
多
く
の
企
業
が
返
済
開
始
時

期
を
迎
え
た
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融

資
に
つ
い
て
は
、
返
済
猶
予
の
条
件
変

更
を
し
た
先
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
資

金
需
要
と
し
て
は
、小
口
保
証
制
度「
か

な
え
」
や
県
制
度
融
資
の
「
収
益
力
改

善
伴
走
支
援
型
特
別
資
金
」
の
利
用
が

多
く
、
資
金
繰
り
に
つ
い
て
支
援
し
ま

し
た
。
ま
た
、
事
業
継
続
お
よ
び
新
事

業
展
開
を
企
図
す
る
意
欲
あ
る
事
業
者

に
対
し
て
は
、「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
」
や
「
飲
食
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
新
事
業
展
開
支
援
事
業
補
助

金
」
な
ど
を
中
心
に
各
種
補
助
金
の
申

請
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業

継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
相
談
支

援
体
制
機
能
強
化
事
業
に
よ
る
専
門
家

派
遣
制
度
等
を
活
用
し
、
各
事
業
所
の

課
題
解
決
に
向
け
た
助
言
や
、
事
業
計

画
の
策
定
な
ど
の
支
援
を
専
門
家
と
と

も
に
行
い
ま
し
た
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
物
価
高
騰
に
対

す
る
支
援

依
然
と
し
て
物
流
難
や
原
油
高
が
続

い
て
お
り
、
原
材
料
を
含
む
諸
物
価
の

高
騰
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
コ
ス

ト
高
に
見
舞
わ
れ
収
益
を
圧
迫
し
て
お

り
、
業
況
回
復
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

県
・
市
か
ら
は
手
厚
い
施
策
が
打
ち
出

さ
れ
、
島
根
県
の
「
飲
食
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
対

策
緊
急
支
援
事
業
補
助
金
」
や
出
雲
市

の
「
中
小
企
業
者
等
物
価
高
騰
対
策
デ

ジ
タ
ル
化
促
進
支
援
事
業
補
助
金
」
な

ど
に
多
く
の
申
請
が
な
さ
れ
、
申
請
支

援
を
精
力
的
に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
10
月
よ
り
導
入
さ
れ
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
小
規
模
事
業
者
を
中
心
に
、
制
度

内
容
の
浸
透
と
登
録
後
の
事
務
処
理
や
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出
雲
地
域
で
は
、
フ
ジ
ド
リ
ー
ム

エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
仙
台
便

が
廃
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
新
名
古
屋

便
（
中
部
国
際
空
港
）
の
就
航
と
静
岡

便
の
復
便
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

山
陰
道
大
田
・
静
間
道
路
、
静
間
・
仁

摩
道
路
の
開
通
に
続
き
令
和
６
年
度
中

に
は
出
雲
・
湖
陵
道
路
、
湖
陵
・
多
伎

道
路
が
開
通
す
る
予
定
に
な
っ
て
お

り
、
地
域
間
交
流
を
は
じ
め
観
光
・
産

業
の
振
興
や
地
域
活
性
化
へ
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
当
所
で
は
、
商
工

会
議
所
活
動
の
主
軸
と
な
る
部
会
活
動

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
統
合
に
よ
り

食
品
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
を
発
足
さ

せ
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
金
融
情
報

サ
ー
ビ
ス
部
会
が
発
足
す
る
な
ど
、
今

後
の
部
会
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
部
会
活
動
を
ベ
ー
ス
に
、
令
和

５
年
度
も
島
根
県
商
工
会
議
所
連
合
会

や
出
雲
市
商
工
団
体
協
議
会
と
し
て
、

島
根
県
や
出
雲
市
へ
各
種
の
要
望
を
実

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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施
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
相
談
支
援
体
制
機
能
強
化

事
業
」
や
「
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支

援
事
業
」
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
よ

り
多
く
の
事
業
所
支
援
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
と
し
て
例
年
開
催
し
て
い
る
「
ま

ち
ゼ
ミ
」
を
行
い
、
中
心
市
街
地
へ
足

を
運
ぶ
機
会
の
増
加
を
図
っ
た
ほ
か
、

商
店
街
の
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
て
い
る
中
心
商
店
街
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
中

身
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
一
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
し
た
出
雲
商
工
会
館
の
耐
震
補

強
工
事
と
長
寿
命
化
工
事
も
令
和
５
年

度
末
ま
で
に
す
べ
て
完
了
し
、
会
員
の

皆
様
に
ご
利
用
し
や
す
い
商
工
会
議

所
、
商
工
会
館
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

以
下
、
令
和
５
年
度
重
点
事
業
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
主
な
取
組
み
内
容

１
．資
金
繰
り
、物
価
高
騰
、イ
ン

ボ
イ
ス
導
入
に
対
す
る
支
援

・
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
の
返
済

に
備
え
る
資
金
繰
り
と
新
事
業
展
開

の
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
移
行

後
、
各
地
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
徐
々
に

再
開
さ
れ
る
な
ど
経
済
活
動
が
平
常
化

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
蓄

積
さ
れ
た
負
債
に
よ
り
、
財
務
状
況
は

悪
化
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
な
か
、

今
年
度
に
多
く
の
企
業
が
返
済
開
始
時

期
を
迎
え
た
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融

資
に
つ
い
て
は
、
返
済
猶
予
の
条
件
変

更
を
し
た
先
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
資

金
需
要
と
し
て
は
、小
口
保
証
制
度「
か

な
え
」
や
県
制
度
融
資
の
「
収
益
力
改

善
伴
走
支
援
型
特
別
資
金
」
の
利
用
が

多
く
、
資
金
繰
り
に
つ
い
て
支
援
し
ま

し
た
。
ま
た
、
事
業
継
続
お
よ
び
新
事

業
展
開
を
企
図
す
る
意
欲
あ
る
事
業
者

に
対
し
て
は
、「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
」
や
「
飲
食
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
新
事
業
展
開
支
援
事
業
補
助

金
」
な
ど
を
中
心
に
各
種
補
助
金
の
申

請
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業

継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
相
談
支

援
体
制
機
能
強
化
事
業
に
よ
る
専
門
家

派
遣
制
度
等
を
活
用
し
、
各
事
業
所
の

課
題
解
決
に
向
け
た
助
言
や
、
事
業
計

画
の
策
定
な
ど
の
支
援
を
専
門
家
と
と

も
に
行
い
ま
し
た
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
物
価
高
騰
に
対

す
る
支
援

依
然
と
し
て
物
流
難
や
原
油
高
が
続

い
て
お
り
、
原
材
料
を
含
む
諸
物
価
の

高
騰
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
コ
ス

ト
高
に
見
舞
わ
れ
収
益
を
圧
迫
し
て
お

り
、
業
況
回
復
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

県
・
市
か
ら
は
手
厚
い
施
策
が
打
ち
出

さ
れ
、
島
根
県
の
「
飲
食
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
対

策
緊
急
支
援
事
業
補
助
金
」
や
出
雲
市

の
「
中
小
企
業
者
等
物
価
高
騰
対
策
デ

ジ
タ
ル
化
促
進
支
援
事
業
補
助
金
」
な

ど
に
多
く
の
申
請
が
な
さ
れ
、
申
請
支

援
を
精
力
的
に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
10
月
よ
り
導
入
さ
れ
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
小
規
模
事
業
者
を
中
心
に
、
制
度

内
容
の
浸
透
と
登
録
後
の
事
務
処
理
や
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申
告
な
ど
の
相
談
に
き
め
細
や
か
に
対

応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
理
事
務
が
煩

雑
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
務
作
業
の
効

率
化
に
向
け
、
出
雲
市
の
デ
ジ
タ
ル
化

補
助
金
を
活
用
し
各
種
デ
ジ
タ
ル
化
の

導
入
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

２
．事
業
承
継・創
業
支
援
及
び 

人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め

の
生
産
性
向
上
支
援

・
経
営
者
、
後
継
者
双
方
へ
の
事
業
承

継
の
啓
発
と
創
業
へ
の
支
援

経
営
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
事
業
承

継
や
事
業
継
続
の
重
要
性
が
一
層
増
し

て
い
る
な
か
、
経
営
者
・
後
継
者
双
方

へ
の
事
業
承
継
に
向
け
た
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
事
業
承
継
推
進
員
、
事

業
継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
、
島
根
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
11
月
に
は
、
企
業
の
存
続
を
積
極

的
に
支
援
す
る
た
め
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
松
江
支
店
と
事
業
承
継
支
援
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る

た
め
に
創
業
の
促
進
は
不
可
欠
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
出
雲
市
、（
特
非
）

ミ
ラ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ず
も
、「
い
ず
も

創
業
・
第
二
創
業
・
事
業
承
継
に
係
る

連
携
支
援
『
御
縁
』」
と
も
連
携
を
図

り
創
業
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

・
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
販
路
開
拓
、
生
産

性
向
上
支
援

近
年
相
談
の
多
い
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る

販
路
開
拓
、
生
産
性
向
上
、
業
務
効
率

化
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
「
Ｉ

Ｔ
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
実
施
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
効
果
的
な
集
客
方
法
や

情
報
発
信
の
仕
方
な
ど
売
上
拡
大
を
目

指
す
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
し
た
。

３
．地
方
創
生
の
推
進

・
観
光
の
振
興

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
観
光
需
要
も
コ

ロ
ナ
以
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
き

た
中
で
、
行
政
や
関
係
団
体
等
と
連
携

し
、
観
光
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
出
雲
そ
ば

と
美
食
の
旅
」
や
「
出
雲
神
話
ま
つ

り
」
な
ど
を
コ
ロ
ナ
以
前
の
水
準
で
実

施
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
寄
与
し
ま
し

た
。ま

た
、
当
所
管
内
は
、
観
光
土
産
品
、

飲
食
店
、
宿
泊
施
設
等
の
観
光
産
業

に
従
事
す
る
企
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、

今
後
の
出
雲
市
の
観
光
産
業
の
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
参

考
と
す
る
た
め
、
観
光
客
か
ら
満
足
度

や
満
た
さ
れ
て
い
な
い
需
要
等
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
個
社
の
改
善
、
発
達
に
繋
げ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
者
の
み
な
さ
ま

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
２
０
２
５
年
に
は
大

阪
・
関
西
万
博
の
開
催
も
控
え
て
い
る

な
か
、
外
国
人
観
光
客
の
訪
問
は
今
後

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
山
陰
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、（
一
社
）
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
観
光
局
と
連
携

し
、
外
国
人
観
光
客
に
よ
る
観
光
消
費

拡
大
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
外
国
人
観
光
客
の
受
入
環

境
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
圏
域
の
外
国
人
観
光
客
に
よ
る
旅

行
消
費
額
や
宿
泊
数
の
向
上
に
繋
げ

て
い
け
る
よ
う
こ
の
結
果
を
有
効
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

・
市
街
地
活
性
化
の
推
進

行
政
や
中
心
商
店
街
、
関
係
支
援
機

関
と
密
接
な
連
携
を
深
め
な
が
ら
商

店
街
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
専
門
店
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
開
催
し

た
ほ
か
、
商
店
街
の
情
報
発
信
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
中
心
商
店
街

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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出雲市長へ要望書を提出
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の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
、
伝
わ
り
や
す
く
見
や
す
い
、
楽

し
さ
が
伝
わ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
等
を

見
な
お
し
、
中
身
の
充
実
を
図
り
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
、
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
も
情
報
発
信
を
行
い
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
発
信

力
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

加
え
て
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が

る
商
店
街
・
商
工
振
興
会
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
助
成
や
、
空
店
舗
補
助
金
活

用
者
へ
の
支
援
を
継
続
展
開
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
商
店
街
の
活
力
を
計
る

指
標
の
一
つ
で
あ
る
「
通
行
量
調
査
」

を
引
き
続
き
実
施
し
、
活
性
化
へ
の
情

報
を
提
供
し
ま
し
た
。

・
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
政
策
提
言

ま
た
、
県
下
商
工
会
議
所
連
合
会
や

市
内
商
工
団
体
協
議
会
と
し
て
、
島
根

県
や
出
雲
市
に
対
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
総
合
支
援
策
な
ど
地
域

課
題
の
解
決
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
経
営
力
向
上
に
向
け
て
各
種
の
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

４
．組
織
の
拡
充
並
び
に
財
政
基

盤
の
強
化

出
雲
市
商
工
団
体
協
議
会
、
出
雲
地

域
経
済
団
体
協
議
会
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協
議
会
、
全
国

５
１
５
商
工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
課
題

解
決
、
中
小
企
業
者
や
小
規
模
事
業
者

の
経
営
力
向
上
等
に
向
け
て
政
策
提

言
・
意
見
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
ま

し
た
。

　
一
方
で
、
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
難
な
ど
に
よ
る
商
工
業
者
の
廃
業
の

増
加
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
会

員
増
で
推
移
し
て
き
た
会
員
数
は
減
少

に
転
じ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
企
業
の
福
利
厚
生
の
充
実
と
経
営

基
盤
の
強
化
を
め
ざ
す
各
種
共
済
制
度

の
推
進
な
ど
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

意
を
尽
く
し
た
ほ
か
、事
務
の
合
理
化
・

効
率
化
、
諸
経
費
の
節
減
に
よ
る
堅
実

な
事
務
局
運
営
に
加
え
、
商
工
会
議
所

環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

な
ど
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
に
向
け
て
も

一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
唯
一
の
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て

の
役
割
と
責
任
を
果
た
す
べ
く
関
係
機

関
等
と
緊
密
に
連
携
し
、「
現
実
に
、

具
体
的
に
役
立
つ
商
工
会
議
所
」
を
目

指
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
各
種
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
間
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
の
皆
様
、役
員
・

議
員
・
会
員
の
皆
様
に
深
く
感
謝
し
ま

す
。
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申
告
な
ど
の
相
談
に
き
め
細
や
か
に
対

応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
理
事
務
が
煩

雑
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
務
作
業
の
効

率
化
に
向
け
、
出
雲
市
の
デ
ジ
タ
ル
化

補
助
金
を
活
用
し
各
種
デ
ジ
タ
ル
化
の

導
入
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

２
．事
業
承
継・創
業
支
援
及
び 

人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め

の
生
産
性
向
上
支
援

・
経
営
者
、
後
継
者
双
方
へ
の
事
業
承

継
の
啓
発
と
創
業
へ
の
支
援

経
営
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
事
業
承

継
や
事
業
継
続
の
重
要
性
が
一
層
増
し

て
い
る
な
か
、
経
営
者
・
後
継
者
双
方

へ
の
事
業
承
継
に
向
け
た
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
事
業
承
継
推
進
員
、
事

業
継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
、
島
根
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
11
月
に
は
、
企
業
の
存
続
を
積
極

的
に
支
援
す
る
た
め
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
松
江
支
店
と
事
業
承
継
支
援
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る

た
め
に
創
業
の
促
進
は
不
可
欠
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
出
雲
市
、（
特
非
）

ミ
ラ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ず
も
、「
い
ず
も

創
業
・
第
二
創
業
・
事
業
承
継
に
係
る

連
携
支
援
『
御
縁
』」
と
も
連
携
を
図

り
創
業
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

・
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
販
路
開
拓
、
生
産

性
向
上
支
援

近
年
相
談
の
多
い
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る

販
路
開
拓
、
生
産
性
向
上
、
業
務
効
率

化
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
「
Ｉ

Ｔ
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
実
施
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
効
果
的
な
集
客
方
法
や

情
報
発
信
の
仕
方
な
ど
売
上
拡
大
を
目

指
す
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
し
た
。

３
．地
方
創
生
の
推
進

・
観
光
の
振
興

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
観
光
需
要
も
コ

ロ
ナ
以
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
き

た
中
で
、
行
政
や
関
係
団
体
等
と
連
携

し
、
観
光
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
出
雲
そ
ば

と
美
食
の
旅
」
や
「
出
雲
神
話
ま
つ

り
」
な
ど
を
コ
ロ
ナ
以
前
の
水
準
で
実

施
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
寄
与
し
ま
し

た
。ま

た
、
当
所
管
内
は
、
観
光
土
産
品
、

飲
食
店
、
宿
泊
施
設
等
の
観
光
産
業

に
従
事
す
る
企
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、

今
後
の
出
雲
市
の
観
光
産
業
の
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
参

考
と
す
る
た
め
、
観
光
客
か
ら
満
足
度

や
満
た
さ
れ
て
い
な
い
需
要
等
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
個
社
の
改
善
、
発
達
に
繋
げ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
者
の
み
な
さ
ま

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
２
０
２
５
年
に
は
大

阪
・
関
西
万
博
の
開
催
も
控
え
て
い
る

な
か
、
外
国
人
観
光
客
の
訪
問
は
今
後

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
山
陰
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、（
一
社
）
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
観
光
局
と
連
携

し
、
外
国
人
観
光
客
に
よ
る
観
光
消
費

拡
大
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
外
国
人
観
光
客
の
受
入
環

境
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
圏
域
の
外
国
人
観
光
客
に
よ
る
旅

行
消
費
額
や
宿
泊
数
の
向
上
に
繋
げ

て
い
け
る
よ
う
こ
の
結
果
を
有
効
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

・
市
街
地
活
性
化
の
推
進

行
政
や
中
心
商
店
街
、
関
係
支
援
機

関
と
密
接
な
連
携
を
深
め
な
が
ら
商

店
街
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
専
門
店
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
開
催
し

た
ほ
か
、
商
店
街
の
情
報
発
信
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
中
心
商
店
街
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お仕事見学ツアー

出雲市長へ要望書を提出

広域交流会（女性会）
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の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
、
伝
わ
り
や
す
く
見
や
す
い
、
楽

し
さ
が
伝
わ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
等
を

見
な
お
し
、
中
身
の
充
実
を
図
り
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
、
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
も
情
報
発
信
を
行
い
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
発
信

力
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

加
え
て
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が

る
商
店
街
・
商
工
振
興
会
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
助
成
や
、
空
店
舗
補
助
金
活

用
者
へ
の
支
援
を
継
続
展
開
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
商
店
街
の
活
力
を
計
る

指
標
の
一
つ
で
あ
る
「
通
行
量
調
査
」

を
引
き
続
き
実
施
し
、
活
性
化
へ
の
情

報
を
提
供
し
ま
し
た
。

・
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
政
策
提
言

ま
た
、
県
下
商
工
会
議
所
連
合
会
や

市
内
商
工
団
体
協
議
会
と
し
て
、
島
根

県
や
出
雲
市
に
対
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
総
合
支
援
策
な
ど
地
域

課
題
の
解
決
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
経
営
力
向
上
に
向
け
て
各
種
の
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

４
．組
織
の
拡
充
並
び
に
財
政
基

盤
の
強
化

出
雲
市
商
工
団
体
協
議
会
、
出
雲
地

域
経
済
団
体
協
議
会
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協
議
会
、
全
国

５
１
５
商
工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
課
題

解
決
、
中
小
企
業
者
や
小
規
模
事
業
者

の
経
営
力
向
上
等
に
向
け
て
政
策
提

言
・
意
見
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
ま

し
た
。

　
一
方
で
、
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
難
な
ど
に
よ
る
商
工
業
者
の
廃
業
の

増
加
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
会

員
増
で
推
移
し
て
き
た
会
員
数
は
減
少

に
転
じ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
企
業
の
福
利
厚
生
の
充
実
と
経
営

基
盤
の
強
化
を
め
ざ
す
各
種
共
済
制
度

の
推
進
な
ど
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

意
を
尽
く
し
た
ほ
か
、事
務
の
合
理
化
・

効
率
化
、
諸
経
費
の
節
減
に
よ
る
堅
実

な
事
務
局
運
営
に
加
え
、
商
工
会
議
所

環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

な
ど
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
に
向
け
て
も

一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
唯
一
の
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て

の
役
割
と
責
任
を
果
た
す
べ
く
関
係
機

関
等
と
緊
密
に
連
携
し
、「
現
実
に
、

具
体
的
に
役
立
つ
商
工
会
議
所
」
を
目

指
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
各
種
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
間
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
の
皆
様
、役
員
・

議
員
・
会
員
の
皆
様
に
深
く
感
謝
し
ま

す
。
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令和5年度収支決算の概要

会費、負担金
6.5％

交付金
12.5％

事務手数料
14.5％

会館使用料
2.8％

掛金収入
15.5％

契約給付金
15.5％

その他
2.1％

繰入金
28.7％

繰越金
1.9％

令和5年度
総収入

653,545,625円

事業費
13.8％

事業人件費
11.5％

会館維持費
28.0％

事務人件費
1.2％

一般事務費
2.1％

福利厚生費
2.2％支払保険料

15.5％

退職給付金
15.5％

繰出金
7.6％

収支剰余金
2.6％

令和5年度
総支出

653,545,625円

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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収支決算科目別総括表（普通会計）
1.総収入に対する各科目の比較 （単位：円） （％）
会 費 、 負 担 金 42,579,800 6.5
交 付 金 （県・市交付金、報奨金、国委託費ほか） 81,782,568 12.5
事 務 手 数 料 （検定料、講習会等参加料、分担金、共済手数料、労働保険手数料ほか） 94,889,191 14.5
会 館 使 用 料 （貸室料、共益費ほか） 18,311,103 2.8
特定退職金共済事業 202,413,538 31.0

ア．掛金収入（加入事業所から） 101,019,200 15.5
イ．契約給付金（退職金相当額、受託保険会社から） 101,394,338 15.5

そ の 他 （駐車場収入・雑収入ほか） 13,484,518 2.1
繰 入 金 187,450,730 28.7
繰 越 金 12,634,177 1.9

合　　　　　　　　　計 653,545,625 100.0

２.支出に対する各科目の比較 （単位：円） （％）
事 業 費 商工振興、地域開発、相談所、共済、労働保険、

中心市街地活性化事業ほか 90,715,630 13.8
人 件 費 82,857,702 12.7

ア．事業人件費 75,096,984 11.5
イ．事務人件費 7,760,718 1.2

福 利 厚 生 費 14,184,236 2.2
一 般 事 務 費 13,482,589 2.1
会 館 維 持 費 （保守・委託料・水道光熱費） 183,012,638 28.0
特定退職金共済事業 202,413,538 31.0

ア．支払保険料（受託保険会社へ） 101,019,200 15.5
イ．退職給付金（加入従業員へ） 101,394,338 15.5

繰 出 金 49,909,730 7.6
収 支 剰 余 金 16,969,562 2.6

合　　　　　　　　　計 653,545,625 100.0
※上記総括表は一般会計・中小企業相談所会計・商工会館管理運営会計・共済事業会計・特定退職金共済事業会計・労働保険事務
組合会計・中心市街地活性化事業会計の７会計である。

▼一　般　会　計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

会 費 40,487,800 一 般 事 業 費 34,448,780
特定商工業者負担金 2,092,000 地域開発事業費 1,412,372
事 業 収 入 30,510,690 青年部・女性会事業運営費 10,946,564
交 付 金 882,730 補助委託事業費 2,855,583
委 託 費 2,006,289 新 型コロナウイルス感染症関連対策事業費 1,725
雑 収 入 590,048 その他事業費 3,091,077
繰 入 金 10,000,000 管 理 費 23,051,982
繰 越 金 8,130,405 繰 出 金 11,664,060

収 支 剰 余 金 7,227,819
合 計 94,699,962 合 計 94,699,962

▼中小企業相談所特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

経 常 収 入 84,214,323 経営改善普及事業 77,209,406
臨 時 収 入 48,840 関 連 事 業 費 3,320,932

管 理 費 3,732,825
合 計 84,263,163 合 計 84,263,163

▼商工会館管理運営特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

貸 室 収 入 12,897,125 維 持 費 180,514,723
共 益 費 収 入 5,469,978 管 理 費 5,649,881
雑 収 入 12,845,630 繰 出 金 81,000
繰 入 金 161,166,361 収 支 剰 余 金 8,933,260
繰 越 金 2,799,770
合 計 195,178,864 合 計 195,178,864

▼共済事業特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

取 扱 手 数 料 53,676,667 事 業 費 6,676,147
雑 収 入 42,057 見舞金等給付金 3,653,500
繰 越 金 1,016,895 管 理 費 21,485,793

繰 出 金 22,691,000
収 支 剰 余 金 229,179

合 計 54,735,619 合 計 54,735,619

▼特定退職金共済事業特別会計▼（単位：円）
収入の部 支出の部

共済事業掛金収入 106,336,000 事 業 費 1,050,112
企業年金契約給付金受入 101,394,338 共済事業給付金 101,394,338

管 理 費 4,266,688
支 払 保 険 料 101,019,200

合 計 207,730,338 合 計 207,730,338

▼労働保険事務組合特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

手 数 料 7,217,271 事 業 費 1,372,646
報 奨 金 3,349,030 管 理 費 7,718,458
繰 越 金 687,107 繰 出 金 1,583,000

収 支 剰 余 金 579,304
合 計 11,253,408 合 計 11,253,408

▼中心市街地活性化事業特別会計▼（単位：円）
収入の部 支出の部

繰 入 金 3,902,271 事 業 費 4,764,298
交 付 金 1,782,000 管 理 費 919,973
合 計 5,684,271 合 計 5,684,271

（ ）

普通会計収支決算書

出雲商工会議所

表　彰　式

出雲商工会議所では、会員事業所にお勤めの従業員の方を対象に、その意欲の高揚を図り、
商工業の振興発展に寄与することを目的に「永年勤続優良従業員表彰」を行います。
従業員の方々の日頃の頑張りをねぎらい、さらなる発展のためにぜひこ活用ください。

第67回永年勤続優良従業員表彰のご案内

日時 令和6年 10月3日㈭ 午後2時～午後4時
会場 出雲商工会館6階  大ホール

当所会員事業所の従業員

（消費税率10% うち消費税額545円）

（基準日：令和6年9月30日）

※なお、満30年以上の勤続者には、日本商工会議所会頭連名の表彰状が贈られます。

被表彰者が「くにびき共済」に加入されている場合、一人当たり半額助成します。ただし、
加入後、1年以上経過している必要があります。助成金は表彰式終了後お支払します。

当所に備え付けの所定の推薦書に、必要事項をこ記入のうえ、負担金を添えて7月31日（水）
までにお申し込みください。推薦書は当所ホームページからもダウンロードできます。
※負担金を持参できない場合は、推薦書をFAXまたはメールで送付のうえ、下記口座へお振り込みく
ださい。（メールの件名は「永年勤続優良従業員表彰推薦書」としてください）

被表彰者　1名につき6,000円

出雲商工会議所会頭名による表彰状及び記念品を授与します。

◆満10年以上　◆満15年以上　◆満20年以上　◆満25年以上
◆満30年以上　◆満35年以上　◆満40年以上　◆満45年以上
◆満50年以上　◆満55年以上

■山陰合同銀行出雲支店　普通預金 2124457　名義：出雲商工会議所
■島根中央信用金庫本店　普通預金 0001211　名義：出雲商工会議所

◆お問合せ・お申込み　出雲商工会議所総務企画課（登録番号：T82800050028l6)
   TEL 25-3706　FAX 23-1144　メール izm@izmcci.or.jp 

表彰対象者

表彰負担金

表彰勤続年数

表 彰 方 法

申 

込 

方 

法

2024.7
7 出雲商工会議所報



 

令和5年度収支決算の概要

会費、負担金
6.5％

交付金
12.5％

事務手数料
14.5％

会館使用料
2.8％

掛金収入
15.5％

契約給付金
15.5％

その他
2.1％

繰入金
28.7％

繰越金
1.9％

令和5年度
総収入

653,545,625円

事業費
13.8％

事業人件費
11.5％

会館維持費
28.0％

事務人件費
1.2％

一般事務費
2.1％

福利厚生費
2.2％支払保険料

15.5％

退職給付金
15.5％

繰出金
7.6％

収支剰余金
2.6％

令和5年度
総支出

653,545,625円

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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収支決算科目別総括表（普通会計）
1.総収入に対する各科目の比較 （単位：円） （％）
会 費 、 負 担 金 42,579,800 6.5
交 付 金 （県・市交付金、報奨金、国委託費ほか） 81,782,568 12.5
事 務 手 数 料 （検定料、講習会等参加料、分担金、共済手数料、労働保険手数料ほか） 94,889,191 14.5
会 館 使 用 料 （貸室料、共益費ほか） 18,311,103 2.8
特定退職金共済事業 202,413,538 31.0

ア．掛金収入（加入事業所から） 101,019,200 15.5
イ．契約給付金（退職金相当額、受託保険会社から） 101,394,338 15.5

そ の 他 （駐車場収入・雑収入ほか） 13,484,518 2.1
繰 入 金 187,450,730 28.7
繰 越 金 12,634,177 1.9

合　　　　　　　　　計 653,545,625 100.0

２.支出に対する各科目の比較 （単位：円） （％）
事 業 費 商工振興、地域開発、相談所、共済、労働保険、

中心市街地活性化事業ほか 90,715,630 13.8
人 件 費 82,857,702 12.7

ア．事業人件費 75,096,984 11.5
イ．事務人件費 7,760,718 1.2

福 利 厚 生 費 14,184,236 2.2
一 般 事 務 費 13,482,589 2.1
会 館 維 持 費 （保守・委託料・水道光熱費） 183,012,638 28.0
特定退職金共済事業 202,413,538 31.0

ア．支払保険料（受託保険会社へ） 101,019,200 15.5
イ．退職給付金（加入従業員へ） 101,394,338 15.5

繰 出 金 49,909,730 7.6
収 支 剰 余 金 16,969,562 2.6

合　　　　　　　　　計 653,545,625 100.0
※上記総括表は一般会計・中小企業相談所会計・商工会館管理運営会計・共済事業会計・特定退職金共済事業会計・労働保険事務
組合会計・中心市街地活性化事業会計の７会計である。

▼一　般　会　計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

会 費 40,487,800 一 般 事 業 費 34,448,780
特定商工業者負担金 2,092,000 地域開発事業費 1,412,372
事 業 収 入 30,510,690 青年部・女性会事業運営費 10,946,564
交 付 金 882,730 補助委託事業費 2,855,583
委 託 費 2,006,289 新 型コロナウイルス感染症関連対策事業費 1,725
雑 収 入 590,048 その他事業費 3,091,077
繰 入 金 10,000,000 管 理 費 23,051,982
繰 越 金 8,130,405 繰 出 金 11,664,060

収 支 剰 余 金 7,227,819
合 計 94,699,962 合 計 94,699,962

▼中小企業相談所特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

経 常 収 入 84,214,323 経営改善普及事業 77,209,406
臨 時 収 入 48,840 関 連 事 業 費 3,320,932

管 理 費 3,732,825
合 計 84,263,163 合 計 84,263,163

▼商工会館管理運営特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

貸 室 収 入 12,897,125 維 持 費 180,514,723
共 益 費 収 入 5,469,978 管 理 費 5,649,881
雑 収 入 12,845,630 繰 出 金 81,000
繰 入 金 161,166,361 収 支 剰 余 金 8,933,260
繰 越 金 2,799,770
合 計 195,178,864 合 計 195,178,864

▼共済事業特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

取 扱 手 数 料 53,676,667 事 業 費 6,676,147
雑 収 入 42,057 見舞金等給付金 3,653,500
繰 越 金 1,016,895 管 理 費 21,485,793

繰 出 金 22,691,000
収 支 剰 余 金 229,179

合 計 54,735,619 合 計 54,735,619

▼特定退職金共済事業特別会計▼（単位：円）
収入の部 支出の部

共済事業掛金収入 106,336,000 事 業 費 1,050,112
企業年金契約給付金受入 101,394,338 共済事業給付金 101,394,338

管 理 費 4,266,688
支 払 保 険 料 101,019,200

合 計 207,730,338 合 計 207,730,338

▼労働保険事務組合特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

手 数 料 7,217,271 事 業 費 1,372,646
報 奨 金 3,349,030 管 理 費 7,718,458
繰 越 金 687,107 繰 出 金 1,583,000

収 支 剰 余 金 579,304
合 計 11,253,408 合 計 11,253,408

▼中心市街地活性化事業特別会計▼（単位：円）
収入の部 支出の部

繰 入 金 3,902,271 事 業 費 4,764,298
交 付 金 1,782,000 管 理 費 919,973
合 計 5,684,271 合 計 5,684,271

（ ）

普通会計収支決算書

出雲商工会議所

表　彰　式

出雲商工会議所では、会員事業所にお勤めの従業員の方を対象に、その意欲の高揚を図り、
商工業の振興発展に寄与することを目的に「永年勤続優良従業員表彰」を行います。
従業員の方々の日頃の頑張りをねぎらい、さらなる発展のためにぜひこ活用ください。

第67回永年勤続優良従業員表彰のご案内

日時 令和6年 10月3日㈭ 午後2時～午後4時
会場 出雲商工会館6階  大ホール

当所会員事業所の従業員

（消費税率10% うち消費税額545円）

（基準日：令和6年9月30日）

※なお、満30年以上の勤続者には、日本商工会議所会頭連名の表彰状が贈られます。

被表彰者が「くにびき共済」に加入されている場合、一人当たり半額助成します。ただし、
加入後、1年以上経過している必要があります。助成金は表彰式終了後お支払します。

当所に備え付けの所定の推薦書に、必要事項をこ記入のうえ、負担金を添えて7月31日（水）
までにお申し込みください。推薦書は当所ホームページからもダウンロードできます。
※負担金を持参できない場合は、推薦書をFAXまたはメールで送付のうえ、下記口座へお振り込みく
ださい。（メールの件名は「永年勤続優良従業員表彰推薦書」としてください）

被表彰者　1名につき6,000円

出雲商工会議所会頭名による表彰状及び記念品を授与します。

◆満10年以上　◆満15年以上　◆満20年以上　◆満25年以上
◆満30年以上　◆満35年以上　◆満40年以上　◆満45年以上
◆満50年以上　◆満55年以上

■山陰合同銀行出雲支店　普通預金 2124457　名義：出雲商工会議所
■島根中央信用金庫本店　普通預金 0001211　名義：出雲商工会議所

◆お問合せ・お申込み　出雲商工会議所総務企画課（登録番号：T82800050028l6)
   TEL 25-3706　FAX 23-1144　メール izm@izmcci.or.jp 

表彰対象者

表彰負担金

表彰勤続年数

表 彰 方 法

申 

込 

方 

法

2024.7
7 出雲商工会議所報



主力商品の菜種油選別作業の様子ビジネスマッチング in 米子の様子

当
社
は
、
長
年
に
わ
た
り
菜
種
油
の
製
造
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
自
然
食
品
と
し
て
の
安
全
な
菜

種
油
を
求
め
る
人
々
の
た
め
に
、 「
安
心
・
安
全
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ガ
ス
や
重
油
を
使
わ
ず
に
薪
を

焚
い
て
釜
で
炒
っ
た
純
系
の
国
産
菜
種
の
み
を
原

料
に
し
て
、
圧
搾
法
に
よ
る
一
番
搾
り
菜
種
油
の

製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
菜
種
油
の
原
料
で
あ
る
菜
種
は
99
％
以

上
が
輸
入
で
、
そ
の
内
の
大
部
分
が
遺
伝
子
組
換

え
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
当
社
は
、
純
系
の

国
産
菜
種
原
料
１
０
０
％
で
製
造
し
て
お
り
、
契

約
農
家
に
よ
っ
て
厳
重
管
理
の
も
と
栽
培
さ
れ
た

原
料
菜
種
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
隠
岐
の
島
町
の
栽
培
農
家
と

新
た
な
栽
培
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
、
大
幅
な

収
穫
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
受
け
、
菜

商
工
会
議
所
の
事
業
継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
制
度
を
活
用
し
、
専
門
家
か
ら
、
量
産

体
制
強
化
に
伴
う
新
た
な
販
路
開
拓
に
つ
い
て

様
々
な
助
言
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
勧
め

ら
れ
た
の
は
商
談
会
へ
の
参
加
で
し
た
。
ち
ょ
う

ど
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
も
の
づ
く
り
連

携
事
業
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
・
展
示
会
２
０
２
３
㏌
米
子
が

エ
ン
ト
リ
ー
募
集
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
早

速
商
談
会
の
参
加
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。
申
込

に
あ
た
っ
て
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
記
入
の
際

の
注
意
点
や
商
品
の
売
り
込
み
方
な
ど
に
つ
い
て

専
門
家
か
ら
細
か
く
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
商
談
会
に
も
同
行
い
た
だ
き
、
バ

イ
ヤ
ー
と
の
商
談
時
に
も
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

米
子
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
８
社
か
ら

の
商
談
申
し
込
み
が
あ
り
、
結
果
、
８
社
す
べ
て

の
商
談
先
か
ら
前
向
き
な
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
専
門
家
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
の
送
付
や
単

価
設
定
な
ど
に
つ
い
て
も
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

個
別
に
交
渉
を
進
め
て
お
り
、
大
手
商
社
と
の
契

約
も
決
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
商
談
会
以

外
の
販
路
先
に
つ
い
て
も
洗
い
出
し
も
行
い
、
積

極
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

商
品
に
は
絶
対
の
自
信
を
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、

当
社
の
商
品
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、
実
際
に
手

に
取
っ
て
い
た
だ
い
て
初
め
て
商
品
の
良
さ
が
伝

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
何
度
と
な
く
商
談
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
直
に
話
す
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
多
く
の
方

に
商
品
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
層
営

業
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
産
量
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
る
販
路
先
の
拡
大

01
経緯

02
取組

販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み「
商
談
会
へ
の
参
加
」

03
結果＆今後

商
談
は
順
調
に
進
み
、成
約
に
向
け
て
交
渉
中

種
油
の
増
産
体
制
を
整
え
る
た
め
補
助
金
の
活
用

を
検
討
し
た
い
と
思
い
出
雲
商
工
会
議
所
に
相
談

し
ま
し
た
。
話
を
す
る
な
か
で
、
ま
ず
は
、
製
造

し
た
商
品
の
販
路
確
保
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
結
論
に
い
た
り
、
商
工
会
議
所
の
専
門
家

派
遣
制
度
を
使
い
、
販
路
拡
大
に
向
け
専
門
家
の

助
言
を
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

有限会社 影山製油所

植物油脂、製造・販売業種

狩野　道雄代表者
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主力商品の菜種油選別作業の様子ビジネスマッチング in 米子の様子

当
社
は
、
長
年
に
わ
た
り
菜
種
油
の
製
造
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
自
然
食
品
と
し
て
の
安
全
な
菜

種
油
を
求
め
る
人
々
の
た
め
に
、 「
安
心
・
安
全
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ガ
ス
や
重
油
を
使
わ
ず
に
薪
を

焚
い
て
釜
で
炒
っ
た
純
系
の
国
産
菜
種
の
み
を
原

料
に
し
て
、
圧
搾
法
に
よ
る
一
番
搾
り
菜
種
油
の

製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
菜
種
油
の
原
料
で
あ
る
菜
種
は
99
％
以

上
が
輸
入
で
、
そ
の
内
の
大
部
分
が
遺
伝
子
組
換

え
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
当
社
は
、
純
系
の

国
産
菜
種
原
料
１
０
０
％
で
製
造
し
て
お
り
、
契

約
農
家
に
よ
っ
て
厳
重
管
理
の
も
と
栽
培
さ
れ
た

原
料
菜
種
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
隠
岐
の
島
町
の
栽
培
農
家
と

新
た
な
栽
培
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
、
大
幅
な

収
穫
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
受
け
、
菜

商
工
会
議
所
の
事
業
継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
制
度
を
活
用
し
、
専
門
家
か
ら
、
量
産

体
制
強
化
に
伴
う
新
た
な
販
路
開
拓
に
つ
い
て

様
々
な
助
言
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
勧
め

ら
れ
た
の
は
商
談
会
へ
の
参
加
で
し
た
。
ち
ょ
う

ど
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
も
の
づ
く
り
連

携
事
業
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
・
展
示
会
２
０
２
３
㏌
米
子
が

エ
ン
ト
リ
ー
募
集
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
早

速
商
談
会
の
参
加
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。
申
込

に
あ
た
っ
て
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
記
入
の
際

の
注
意
点
や
商
品
の
売
り
込
み
方
な
ど
に
つ
い
て

専
門
家
か
ら
細
か
く
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
商
談
会
に
も
同
行
い
た
だ
き
、
バ

イ
ヤ
ー
と
の
商
談
時
に
も
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

米
子
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
８
社
か
ら

の
商
談
申
し
込
み
が
あ
り
、
結
果
、
８
社
す
べ
て

の
商
談
先
か
ら
前
向
き
な
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
専
門
家
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
の
送
付
や
単

価
設
定
な
ど
に
つ
い
て
も
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

個
別
に
交
渉
を
進
め
て
お
り
、
大
手
商
社
と
の
契

約
も
決
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
商
談
会
以

外
の
販
路
先
に
つ
い
て
も
洗
い
出
し
も
行
い
、
積

極
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

商
品
に
は
絶
対
の
自
信
を
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、

当
社
の
商
品
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、
実
際
に
手

に
取
っ
て
い
た
だ
い
て
初
め
て
商
品
の
良
さ
が
伝

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
何
度
と
な
く
商
談
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
直
に
話
す
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
多
く
の
方

に
商
品
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
層
営

業
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
産
量
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
る
販
路
先
の
拡
大

01
経緯

02
取組

販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み「
商
談
会
へ
の
参
加
」

03
結果＆今後

商
談
は
順
調
に
進
み
、成
約
に
向
け
て
交
渉
中

種
油
の
増
産
体
制
を
整
え
る
た
め
補
助
金
の
活
用

を
検
討
し
た
い
と
思
い
出
雲
商
工
会
議
所
に
相
談

し
ま
し
た
。
話
を
す
る
な
か
で
、
ま
ず
は
、
製
造

し
た
商
品
の
販
路
確
保
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
結
論
に
い
た
り
、
商
工
会
議
所
の
専
門
家

派
遣
制
度
を
使
い
、
販
路
拡
大
に
向
け
専
門
家
の

助
言
を
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

有限会社 影山製油所

植物油脂、製造・販売業種

狩野　道雄代表者
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主力商品の菜種油選別作業の様子ビジネスマッチング in 米子の様子

当
社
は
、
長
年
に
わ
た
り
菜
種
油
の
製
造
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
自
然
食
品
と
し
て
の
安
全
な
菜

種
油
を
求
め
る
人
々
の
た
め
に
、 「
安
心
・
安
全
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ガ
ス
や
重
油
を
使
わ
ず
に
薪
を

焚
い
て
釜
で
炒
っ
た
純
系
の
国
産
菜
種
の
み
を
原

料
に
し
て
、
圧
搾
法
に
よ
る
一
番
搾
り
菜
種
油
の

製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
菜
種
油
の
原
料
で
あ
る
菜
種
は
99
％
以

上
が
輸
入
で
、
そ
の
内
の
大
部
分
が
遺
伝
子
組
換

え
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
当
社
は
、
純
系
の

国
産
菜
種
原
料
１
０
０
％
で
製
造
し
て
お
り
、
契

約
農
家
に
よ
っ
て
厳
重
管
理
の
も
と
栽
培
さ
れ
た

原
料
菜
種
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
隠
岐
の
島
町
の
栽
培
農
家
と

新
た
な
栽
培
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
、
大
幅
な

収
穫
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
受
け
、
菜

商
工
会
議
所
の
事
業
継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
制
度
を
活
用
し
、
専
門
家
か
ら
、
量
産

体
制
強
化
に
伴
う
新
た
な
販
路
開
拓
に
つ
い
て

様
々
な
助
言
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
勧
め

ら
れ
た
の
は
商
談
会
へ
の
参
加
で
し
た
。
ち
ょ
う

ど
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
も
の
づ
く
り
連

携
事
業
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
・
展
示
会
２
０
２
３
㏌
米
子
が

エ
ン
ト
リ
ー
募
集
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
早

速
商
談
会
の
参
加
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。
申
込

に
あ
た
っ
て
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
記
入
の
際

の
注
意
点
や
商
品
の
売
り
込
み
方
な
ど
に
つ
い
て

専
門
家
か
ら
細
か
く
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
商
談
会
に
も
同
行
い
た
だ
き
、
バ

イ
ヤ
ー
と
の
商
談
時
に
も
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

米
子
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
８
社
か
ら

の
商
談
申
し
込
み
が
あ
り
、
結
果
、
８
社
す
べ
て

の
商
談
先
か
ら
前
向
き
な
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
専
門
家
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
の
送
付
や
単

価
設
定
な
ど
に
つ
い
て
も
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

個
別
に
交
渉
を
進
め
て
お
り
、
大
手
商
社
と
の
契

約
も
決
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
商
談
会
以

外
の
販
路
先
に
つ
い
て
も
洗
い
出
し
も
行
い
、
積

極
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

商
品
に
は
絶
対
の
自
信
を
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、

当
社
の
商
品
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、
実
際
に
手

に
取
っ
て
い
た
だ
い
て
初
め
て
商
品
の
良
さ
が
伝

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
何
度
と
な
く
商
談
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
直
に
話
す
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
多
く
の
方

に
商
品
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
層
営

業
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
産
量
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
る
販
路
先
の
拡
大

01
経緯

02
取組

販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み「
商
談
会
へ
の
参
加
」

03
結果＆今後

商
談
は
順
調
に
進
み
、成
約
に
向
け
て
交
渉
中

種
油
の
増
産
体
制
を
整
え
る
た
め
補
助
金
の
活
用

を
検
討
し
た
い
と
思
い
出
雲
商
工
会
議
所
に
相
談

し
ま
し
た
。
話
を
す
る
な
か
で
、
ま
ず
は
、
製
造

し
た
商
品
の
販
路
確
保
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
結
論
に
い
た
り
、
商
工
会
議
所
の
専
門
家

派
遣
制
度
を
使
い
、
販
路
拡
大
に
向
け
専
門
家
の

助
言
を
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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主力商品の菜種油選別作業の様子ビジネスマッチング in 米子の様子

当
社
は
、
長
年
に
わ
た
り
菜
種
油
の
製
造
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
自
然
食
品
と
し
て
の
安
全
な
菜

種
油
を
求
め
る
人
々
の
た
め
に
、 「
安
心
・
安
全
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ガ
ス
や
重
油
を
使
わ
ず
に
薪
を

焚
い
て
釜
で
炒
っ
た
純
系
の
国
産
菜
種
の
み
を
原

料
に
し
て
、
圧
搾
法
に
よ
る
一
番
搾
り
菜
種
油
の

製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
菜
種
油
の
原
料
で
あ
る
菜
種
は
99
％
以

上
が
輸
入
で
、
そ
の
内
の
大
部
分
が
遺
伝
子
組
換

え
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
当
社
は
、
純
系
の

国
産
菜
種
原
料
１
０
０
％
で
製
造
し
て
お
り
、
契

約
農
家
に
よ
っ
て
厳
重
管
理
の
も
と
栽
培
さ
れ
た

原
料
菜
種
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
隠
岐
の
島
町
の
栽
培
農
家
と

新
た
な
栽
培
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
、
大
幅
な

収
穫
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
受
け
、
菜

商
工
会
議
所
の
事
業
継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
制
度
を
活
用
し
、
専
門
家
か
ら
、
量
産

体
制
強
化
に
伴
う
新
た
な
販
路
開
拓
に
つ
い
て

様
々
な
助
言
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
勧
め

ら
れ
た
の
は
商
談
会
へ
の
参
加
で
し
た
。
ち
ょ
う

ど
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
も
の
づ
く
り
連

携
事
業
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
・
展
示
会
２
０
２
３
㏌
米
子
が

エ
ン
ト
リ
ー
募
集
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
早

速
商
談
会
の
参
加
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。
申
込

に
あ
た
っ
て
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
記
入
の
際

の
注
意
点
や
商
品
の
売
り
込
み
方
な
ど
に
つ
い
て

専
門
家
か
ら
細
か
く
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
商
談
会
に
も
同
行
い
た
だ
き
、
バ

イ
ヤ
ー
と
の
商
談
時
に
も
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

米
子
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
８
社
か
ら

の
商
談
申
し
込
み
が
あ
り
、
結
果
、
８
社
す
べ
て

の
商
談
先
か
ら
前
向
き
な
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
専
門
家
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
の
送
付
や
単

価
設
定
な
ど
に
つ
い
て
も
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

個
別
に
交
渉
を
進
め
て
お
り
、
大
手
商
社
と
の
契

約
も
決
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
商
談
会
以

外
の
販
路
先
に
つ
い
て
も
洗
い
出
し
も
行
い
、
積

極
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

商
品
に
は
絶
対
の
自
信
を
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、

当
社
の
商
品
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、
実
際
に
手

に
取
っ
て
い
た
だ
い
て
初
め
て
商
品
の
良
さ
が
伝

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
何
度
と
な
く
商
談
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
直
に
話
す
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
多
く
の
方

に
商
品
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
層
営

業
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
産
量
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
る
販
路
先
の
拡
大

01
経緯

02
取組

販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み「
商
談
会
へ
の
参
加
」

03
結果＆今後

商
談
は
順
調
に
進
み
、成
約
に
向
け
て
交
渉
中

種
油
の
増
産
体
制
を
整
え
る
た
め
補
助
金
の
活
用

を
検
討
し
た
い
と
思
い
出
雲
商
工
会
議
所
に
相
談

し
ま
し
た
。
話
を
す
る
な
か
で
、
ま
ず
は
、
製
造

し
た
商
品
の
販
路
確
保
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
結
論
に
い
た
り
、
商
工
会
議
所
の
専
門
家

派
遣
制
度
を
使
い
、
販
路
拡
大
に
向
け
専
門
家
の

助
言
を
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

有限会社 影山製油所

植物油脂、製造・販売業種

狩野　道雄代表者

出雲市芦渡町583-1所在地

0853-21-1948電話

https://kageyama-abura.com/URL

企業概要

極楽寺極楽寺
●

●

●

●

●
●

★
㈲影山製油所

出雲市民
リハビリテーション
病院

出雲市民
リハビリテーション
病院

阿弥陀寺阿弥陀寺

喫茶幸喫茶幸

ジェイ・オー・
ファーマ
ジェイ・オー・
ファーマ

神門保育園神門保育園

経営支援事例
〈事業継続力強化アドバイザー派遣事業〉

経営力の強化や事業承継などについて、経営に関する専門的なアドバイスを必要としている事業者の皆様
に、専門のアドバイザーを無料で派遣

事業継続力強化アドバイザー派遣事業

2024.7
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業 種 建 設 製 造 卸 売 小 売 サ ー ビ ス

項 目

前
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比

前
年
同
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比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

売 上 高

採 算

資 金 繰 り

雇 用

在 庫

業 況

かなり
好 転

や や
好 転 不 変 や や

悪 化
かなり
悪 化

出雲市 経済動向調査報告
６月期調査では、卸売業の売上高は前月比やや好転で、その他は不変という結果になりました。夏が近づき、気温の上昇に伴っ

て電気代の高騰を心配するコメントや、激しい寒暖差から原材料の高騰の影響を受けているとのコメントも寄せられており、近年の
気候変動も物価高に加えて厳しい経営環境をとりまく要因となっています。また、物流業界における2024 年問題の影響が業種問わ
ず出始めています。燃料費も徐々に上昇している状況で、取引先との値段交渉に苦労している事業所が多くなってきた模様です。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設

「先日、他社の民間住宅見学会の実施状況を聞いたが、来場者がいないとのことであった。その他の市内同業他社も似たよ
うな状況があり、物価高や金利の状況など様々な面で住宅建築を敬遠される状況となっている。ニーズの落ち込みに対す
る方策を検討する必要がある。また、働き方改革に伴い、勤怠管理の方法を変更した。建設工事現場や民間建築営業担当
社員が働きやすくするために変更を行ったが、まだまだ開始したばかりで、課題も多い。試行錯誤を繰り返しながら良い
制度としたい。」（一般土木建築工事業）

製 造

「野菜の価格が落ち着いてきて一安心した。臨時のバイトさんも加わり人手不足も解消した。相変わらず調味料等の値上が
続いている。」（野菜漬物製造業）、「受注量は通常に戻る傾向にある。既製服関係は波が激しく、制服系にシフトないし一
部シフトしてしまった状況になっており、工場需要と仕事の供給バランスが取れない状況が続くと思われる。物価が続け
て高くなったうえに、2024 年問題で物流の制限を受け、経済全体が縮小する事が危惧される。」（衣服・その他の繊維製品
製造業）、「相変わらず人手不足は解消されていない。物価については、2024 年問題の影響で運送費の値上げ要請を受け、
コストが上昇した。また、材料費も来年に一部値上げ要請の情報がある。」（コンクリート製品製造業）、「以前に認証申請
における不正行為が発覚した大手自動車メーカーの生産は回復傾向にある。」（銑鉄鋳物製造業）

卸 売
「突出したものはないが、エアコンに関する受注が先月より増えた。」（電気機械器具卸売業）、野菜の出荷量が少ない品目
が多く、全般に単価高が続いている。島根ぶどうの出荷量が増加してきた。益田のアムスメロンや鳥取県のスイカの出荷
が始まった。」（野菜・果実卸売業）

小 売

「売上は前年比で５％以上落ち込んでおり、非常に厳しい状況である。特に、食品以外についてはお客様の生活防衛意識が
高く、お買い上げ点数が上がらない状況にある。物価高の影響は非常に大きい。食品生活用品中心に影響が出ている。また、
先月と状況は変わらず人手不足の兆候も出てきているが、時給単価を上げて採用をかけても売手市場のため採用できない。」
（各種商品小売業）、「ゼロゼロ融資の返済が本格化して、店舗をやめる飲食店が出ており業務用が不調である。野菜の高値
が落ち着き、少しずつ適正な価格に戻りつつある。電気代の補助がなくなり、夏場は電気の使用が増えるので心配である。
募集しても応募がなく、人手不足である。インボイスはほぼ全ての取引先が番号を取得しており、慣れてきた。」（飲食料
品小売業）、「寒暖差が激しいが故に、花の生育が順調でない産地もあり、原材料が全体的に上がっている。物価高騰により、
消費マインドが下がり続けるのが心配される。」（花・植木小売業）

サービス

「料金改定に合意する顧客とそうでない顧客とはっきり分かれてきた。そうでない顧客については、集車しづらくなった
状況と聞く顧客もある。燃料費がじわじわと上昇し始めて経営に影響している。高速道路での最高速度も市内周辺では
80km/h であり、時間短縮にはなっていない。」（一般貨物自動車運送業）、「宿泊はビジネス顧客が非常に多い。一般宴会は
企業団体の総会関係で昨年より増加している。」（旅館，ホテル）、「冷たい飲み物が出るが、ブラジルでのオレンジ不作の
影響か、今まで使用していたメーカーのオレンジジュースが無くなり、グレープフルーツジュースも品薄である。物価高
騰の影響は続いているが、卵が安くなってきたのと、５月に 600 円超だったキャベツが 200 円程に戻ったのでほっとして
いる。」（喫茶店）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和６年１～３月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

6月期
6 月 期

〈お申込み・お問合せ先〉 経営支援課まで　TEL ２５-３７１０　FAX ２３-１１４４

〈お問合せ・お申込み先〉 出雲市商工振興課　☎0853-21-6572

相談無料!!
秘密厳守!!

※「労務・社会保険」、「登記・相続」相談は、専門指導員と日時を調整のうえ開催しますので、まずはお電話ください。
当所委嘱の専門家が親切、丁寧にご相談に応じます。
すべて事前予約制としておりますので、お電話にてご予約ください。

専門家による個別相談会のご案内7～9月度

出雲市中小企業者等物価高騰対策省エネ支援補助金の第３次公募について

場所：
出雲商工会館

無料相談会を
ご活用ください！

　出雲市では、電力・ガス等の価格高騰対策として、島根県が実施するエネルギーコスト削減対策緊急支援事
業補助金を受けた事業者に対し、県補助金の確定額に上乗せで補助することで、中小企業者等が行うエネル
ギーコストの削減に資する取組を支援する「出雲市中小企業者等物価高騰対策省エネ支援補助金」の第３次
公募（令和６年度公募）を受付中です。

（1）補助対象者・補助率等
　市内に事業所又は店舗を持ち、市税の滞納がない中小企業者等のうち、以下のいずれかの該当者が対象です。
①島根県ものづくり産業エネルギーコスト削減対策緊急支援事業補助金の受給者
ア.県の補助率が1/2以内の事業者　⇒　【市の補助率】県補助金の確定額の1/2 以内
イ.県の補助率が2/3以内の事業者　⇒　【市の補助率】県補助金の確定額の1/4 以内
②島根県飲食・商業・サービス業等エネルギーコスト削減対策緊急支援事業補助金の受給者
ア.県の補助率が1/2以内の事業者　⇒　【市の補助率】県補助金の確定額の1/2 以内
イ.県の補助率が2/3以内の事業者　⇒　【市の補助率】県補助金の確定額の1/4 以内
※県補助対象経費の額により、補助率に例外があります。詳しくは、市のホームページをご覧ください。

（２）申請方法等
　上記の島根県補助金の補助金額確定通知書を受領後、出雲市に対し、
　申請書に必要書類を添えて申請してください。
　※必要書類等くわしくは、市のホームページをご覧ください。

令和7年2月28日㈮まで（必着）

１．制度概要

２．申請期限 出雲市　省エネ補助金 

～省エネ・省電力設備への更新等を支援します！～

相談所コーナー中小企業中小企業

内　容 日　　時　 専門指導員 主な相談事例

法　　律
7月 8日㈪
8月13日㈫
9月 9日㈪

13：00～15：00
※1枠30分 弁護士 債権回収、債務整理、

取引先とのトラブルについて

発　　明
7月16日㈫
8月19日㈪
9月17日㈫

13：00～16：00
※1枠1時間 弁理士 特許・商標登録手続き、著作権に

ついて

Ｉ　　Ｔ
7月16日㈫
8月20日㈫
9月17日㈫

13：30～17：00
※1枠1時間

Ｉ Ｔ
コーディネータ

テレワーク導入、ＳＮＳ活用、
ネットショップについて

労　　務
働き方改革支援
センターと共催

7月12日㈮、26日㈮
8月 9日㈮、23日㈮
9月13日㈮、27日㈮

10：00～15：00
※時間は応相談

社会保険
労務士

就業規則の見直し、労使トラブル
36協定の作り方、従業員の定着

登記・相続 随    　時（※）　相談時間１時間程度 司法書士
行政書士

相続登記、不動産登記、法人設立
について
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出雲市 経済動向調査報告
６月期調査では、卸売業の売上高は前月比やや好転で、その他は不変という結果になりました。夏が近づき、気温の上昇に伴っ

て電気代の高騰を心配するコメントや、激しい寒暖差から原材料の高騰の影響を受けているとのコメントも寄せられており、近年の
気候変動も物価高に加えて厳しい経営環境をとりまく要因となっています。また、物流業界における2024 年問題の影響が業種問わ
ず出始めています。燃料費も徐々に上昇している状況で、取引先との値段交渉に苦労している事業所が多くなってきた模様です。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設

「先日、他社の民間住宅見学会の実施状況を聞いたが、来場者がいないとのことであった。その他の市内同業他社も似たよ
うな状況があり、物価高や金利の状況など様々な面で住宅建築を敬遠される状況となっている。ニーズの落ち込みに対す
る方策を検討する必要がある。また、働き方改革に伴い、勤怠管理の方法を変更した。建設工事現場や民間建築営業担当
社員が働きやすくするために変更を行ったが、まだまだ開始したばかりで、課題も多い。試行錯誤を繰り返しながら良い
制度としたい。」（一般土木建築工事業）

製 造

「野菜の価格が落ち着いてきて一安心した。臨時のバイトさんも加わり人手不足も解消した。相変わらず調味料等の値上が
続いている。」（野菜漬物製造業）、「受注量は通常に戻る傾向にある。既製服関係は波が激しく、制服系にシフトないし一
部シフトしてしまった状況になっており、工場需要と仕事の供給バランスが取れない状況が続くと思われる。物価が続け
て高くなったうえに、2024 年問題で物流の制限を受け、経済全体が縮小する事が危惧される。」（衣服・その他の繊維製品
製造業）、「相変わらず人手不足は解消されていない。物価については、2024 年問題の影響で運送費の値上げ要請を受け、
コストが上昇した。また、材料費も来年に一部値上げ要請の情報がある。」（コンクリート製品製造業）、「以前に認証申請
における不正行為が発覚した大手自動車メーカーの生産は回復傾向にある。」（銑鉄鋳物製造業）

卸 売
「突出したものはないが、エアコンに関する受注が先月より増えた。」（電気機械器具卸売業）、野菜の出荷量が少ない品目
が多く、全般に単価高が続いている。島根ぶどうの出荷量が増加してきた。益田のアムスメロンや鳥取県のスイカの出荷
が始まった。」（野菜・果実卸売業）

小 売

「売上は前年比で５％以上落ち込んでおり、非常に厳しい状況である。特に、食品以外についてはお客様の生活防衛意識が
高く、お買い上げ点数が上がらない状況にある。物価高の影響は非常に大きい。食品生活用品中心に影響が出ている。また、
先月と状況は変わらず人手不足の兆候も出てきているが、時給単価を上げて採用をかけても売手市場のため採用できない。」
（各種商品小売業）、「ゼロゼロ融資の返済が本格化して、店舗をやめる飲食店が出ており業務用が不調である。野菜の高値
が落ち着き、少しずつ適正な価格に戻りつつある。電気代の補助がなくなり、夏場は電気の使用が増えるので心配である。
募集しても応募がなく、人手不足である。インボイスはほぼ全ての取引先が番号を取得しており、慣れてきた。」（飲食料
品小売業）、「寒暖差が激しいが故に、花の生育が順調でない産地もあり、原材料が全体的に上がっている。物価高騰により、
消費マインドが下がり続けるのが心配される。」（花・植木小売業）

サービス

「料金改定に合意する顧客とそうでない顧客とはっきり分かれてきた。そうでない顧客については、集車しづらくなった
状況と聞く顧客もある。燃料費がじわじわと上昇し始めて経営に影響している。高速道路での最高速度も市内周辺では
80km/h であり、時間短縮にはなっていない。」（一般貨物自動車運送業）、「宿泊はビジネス顧客が非常に多い。一般宴会は
企業団体の総会関係で昨年より増加している。」（旅館，ホテル）、「冷たい飲み物が出るが、ブラジルでのオレンジ不作の
影響か、今まで使用していたメーカーのオレンジジュースが無くなり、グレープフルーツジュースも品薄である。物価高
騰の影響は続いているが、卵が安くなってきたのと、５月に 600 円超だったキャベツが 200 円程に戻ったのでほっとして
いる。」（喫茶店）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和６年１～３月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

6月期
6 月 期

〈お申込み・お問合せ先〉 経営支援課まで　TEL ２５-３７１０　FAX ２３-１１４４

〈お問合せ・お申込み先〉 出雲市商工振興課　☎0853-21-6572

相談無料!!
秘密厳守!!

※「労務・社会保険」、「登記・相続」相談は、専門指導員と日時を調整のうえ開催しますので、まずはお電話ください。
当所委嘱の専門家が親切、丁寧にご相談に応じます。
すべて事前予約制としておりますので、お電話にてご予約ください。

専門家による個別相談会のご案内7～9月度

出雲市中小企業者等物価高騰対策省エネ支援補助金の第３次公募について

場所：
出雲商工会館

無料相談会を
ご活用ください！

　出雲市では、電力・ガス等の価格高騰対策として、島根県が実施するエネルギーコスト削減対策緊急支援事
業補助金を受けた事業者に対し、県補助金の確定額に上乗せで補助することで、中小企業者等が行うエネル
ギーコストの削減に資する取組を支援する「出雲市中小企業者等物価高騰対策省エネ支援補助金」の第３次
公募（令和６年度公募）を受付中です。

（1）補助対象者・補助率等
　市内に事業所又は店舗を持ち、市税の滞納がない中小企業者等のうち、以下のいずれかの該当者が対象です。
①島根県ものづくり産業エネルギーコスト削減対策緊急支援事業補助金の受給者
ア.県の補助率が1/2以内の事業者　⇒　【市の補助率】県補助金の確定額の1/2 以内
イ.県の補助率が2/3以内の事業者　⇒　【市の補助率】県補助金の確定額の1/4 以内
②島根県飲食・商業・サービス業等エネルギーコスト削減対策緊急支援事業補助金の受給者
ア.県の補助率が1/2以内の事業者　⇒　【市の補助率】県補助金の確定額の1/2 以内
イ.県の補助率が2/3以内の事業者　⇒　【市の補助率】県補助金の確定額の1/4 以内
※県補助対象経費の額により、補助率に例外があります。詳しくは、市のホームページをご覧ください。

（２）申請方法等
　上記の島根県補助金の補助金額確定通知書を受領後、出雲市に対し、
　申請書に必要書類を添えて申請してください。
　※必要書類等くわしくは、市のホームページをご覧ください。

令和7年2月28日㈮まで（必着）

１．制度概要

２．申請期限 出雲市　省エネ補助金 

～省エネ・省電力設備への更新等を支援します！～

相談所コーナー中小企業中小企業

内　容 日　　時　 専門指導員 主な相談事例

法　　律
7月 8日㈪
8月13日㈫
9月 9日㈪

13：00～15：00
※1枠30分 弁護士 債権回収、債務整理、

取引先とのトラブルについて

発　　明
7月16日㈫
8月19日㈪
9月17日㈫

13：00～16：00
※1枠1時間 弁理士 特許・商標登録手続き、著作権に

ついて

Ｉ　　Ｔ
7月16日㈫
8月20日㈫
9月17日㈫

13：30～17：00
※1枠1時間

Ｉ Ｔ
コーディネータ

テレワーク導入、ＳＮＳ活用、
ネットショップについて

労　　務
働き方改革支援
センターと共催

7月12日㈮、26日㈮
8月 9日㈮、23日㈮
9月13日㈮、27日㈮

10：00～15：00
※時間は応相談

社会保険
労務士

就業規則の見直し、労使トラブル
36協定の作り方、従業員の定着

登記・相続 随    　時（※）　相談時間１時間程度 司法書士
行政書士

相続登記、不動産登記、法人設立
について
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青年部

女性会

青年部・女性会だより

青年部 新入会員を大募集中!!青年部 新入会員を大募集中!!
出雲商工会議所青年部では、共に出雲の商工業を盛り上げていく仲間を募集しています。
青年経済人としてのスキルを向上させて業績アップを図りながら、出雲を元気にしていきましょう！

出雲商工会議所青年部とは？
次代の地域経済を担う後継者の相互研鑽の場として、また、青年経済人
として資質の向上と会員相互の交流を通じ、自社企業の発展と豊かな
地域経済社会を築くことを目的として出雲商工会議所に設置された組
織です。

入 会 資 格
出雲商工会議所会員事業所であって入会時45歳未満の次の方
  ・事業所の経営者、後継者、経営幹部
  ・事業所の代表者の推薦のある方

出雲商工会議所青年部 Ｑ ＆Ａ
Ｑ．どのような活動を行っていますか？

Ｑ．女性も入会できますか？

Ｑ．ものすごくお金がかかるのでは？

Ａ．・資質向上を目指した研修事業の開催
・会員及び他団体との交流事業の開催
・企業視察研修
・地域活性化事業の開催
・次世代への啓発事業の開催
・総会、例会の開催
・各種会議や大会への参加等

Ｑ．入会のメリットは？

Ｑ．どれくらいの人がいますか？

Ｑ．会合は月にどの程度ありますか？

Ａ．・経営者としての資質向上
・同業種及び異業種間での情報交換
・仕事に役立つ人脈づくり
・ビジネスチャンスの拡大等

Ａ．現在、出雲商工会議所青年部には70名が在籍しており、ＯＢ会
員の先輩方も多くいらっしゃいます。

Ａ．会合の種類としては、全会員を対象とした総会や例会、また配属
される委員会などがあります。月や年度によって多少変動はあり
ますが、平均して月に１回から３回程度です。

Ａ．もちろん大歓迎です。出雲商工会議所青年部では、女性会員も
積極的に参加されています。

Ａ．年会費５万円の他に懇親会の飲食代などの費用がかかる会議や
事業もありますが、これらへの出席は任意です。

お問い 合せ先
経営支援課 ☎25-3710

（
㈲
足
立
仏
壇
店
）

　６
月
７
日
㈮
、
ホ
テ
ル
ほ
り
江
に
て
県

女
連
総
会
が
開
催
さ
れ
、
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
入
口
で
平
田
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
お

ん
す
う
ふ
ら
た
ろ
う
」
に
迎
え
ら
れ
、
思

わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。総
会
で
は
、

日
野
会
長
の
女
性
の
活
躍
が
様
々
な
場
面

で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
の
お
話
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

　資
質
向
上
研
修
会
で
は
、「
自
分
ら
し
く

輝
け
る
女
性
の
働
き
方
」
と
題
し
㈱
Ｃ
ｏ

ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
Ｒ
ｉ
ｂ
ｂ
ｏ
ｎ
大
川
真
美
代
表

の
講
演
が
あ
り
、
悩
ん
だ
ら
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
が
大
事
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。

副
会
長

足
立

　英子

島
根
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会
に
参
加
し
て

出席者のみなさん

（
ブ
テ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
）

　６
月
13
日
㈭
会
員
20
名
で
、
鳥
取
方
面

に
出
か
け
ま
し
た
。
ま
ず
、
因
幡
の
白
兎

伝
説
で
八
上
姫
と
結
ば
れ
た
大
国
主
命
の

最
古
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
白
兎
神
社
へ

参
拝
し
ま
し
た
。
近
く
な
の
に
初
め
て
の

方
も
多
く
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　昼
食
後
、
砂
の
美
術
館
に
向
か
い
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
一
足
先
に
パ
リ
に
飛
び
、

「
フ
ラ
ン
ス
編
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
激
動

の
歴
史
や
華
や
か
さ
、
芸
術
文
化
が
豊
か

に
、
砂
の
建
造
物
で
表
現
さ
れ
て
い
て
感

動
し
ま
し
た
。
外
は
31
度
の
真
夏
日
で
し

た
が
さ
わ
や
か
な
楽
し
い
研
修
で
し
た
。

親
睦
委
員
長

林

　
　宏美

日
帰
り
研
修
旅
行
を
開
催

砂の美術館にて

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2024.7
12出雲商工会議所報

　２
０
２
０
年
春
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

私
た
ち
は
行
動
制
限
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
未
知
の

ウ
イ
ル
ス
に
加
え
外
出
自
粛
と
い
う
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
環
境
に
お
か
れ
常
に
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
る
生
活
に
一
変
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
自
宅
で
過
ご
す
「
お

う
ち
時
間
」
の
増
加
に
伴
い
活
性
し
た
市

場
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
市
場
も
そ
の
１
つ

で
す
。

　ネ
ッ
ト
通
販
の
３
大
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
の
購

買
動
向
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
市
場
は
２
０
２

０
年
４
月
〜
６
月
で
昨
対
比
１
５
９
％
と

大
き
く
伸
長
し
た
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

（
＊
１
）
ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
や
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
「
植
物
を
育
て
た
い
」
と
意
識

変
化
の
あ
っ
た
人
が
増
加
し
た
と
い
う
調

査
結
果
も
あ
り
ま
す
。
当
園
で
は
島
根
県

の
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
、
全
て
の
展

示
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
て
開
園
し
た

と
こ
ろ
広
々
と
し
た
解
放
感
あ
ふ
れ
る
芝

生
広
場
で
過
ご
し
た
り
、
花
を
観
賞
さ
れ

た
り
す
る
お
客
様
が
か
え
っ
て
増
え
ま
し

た
。（
隣
県
の
と
っ
と
り
花
回
廊
や
国
営
備

北
丘
陵
公
園
も
同
様
の
傾
向
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
）

　私
は
こ
う
し
た
現
象
に
興
味
を
持
ち

色
々
と
調
べ
て
み
ま
す
と
、（
お
客
様
は
３

密
を
避
け
る
た
め
の
選
択
肢
で
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
）
植
物
の
チ
カ
ラ
に
関
す

る
研
究
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
、
植
物
や
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い

る
公
園
や
芝
生
の
上
で
５
分
間
休
む
だ
け

で
血
圧
が
正
常
値
に
近
づ
く（
血
圧
の
低
い

人
は
上
が
り
、血
圧
の
高
い
人
は
下
が
る
）

こ
と
が
実
験
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。（
＊
２
）

　綺
麗
な
花
を
観
る
、
植
物
に
触
れ
る
、

香
り
に
包
ま
れ
る
、
木
々
の
葉
が
心
地
よ

い
風
の
音
を
奏
で
る
空
間
で
過
ご
す
な

ど
、
人
は
心
地
よ
い
刺
激
を
受
け
る
と
思

考
し
て
い
る
脳
が
休
ま
り
ス
ト
レ
ス
状
態

か
ら
回
復
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
＊
３
）

　こ
う
し
た
植
物
の
癒
し
効
果
や
効
能

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
健
康

的
不
安
、
社
会
的
不
安
の
中
で
享
受
し
て

”少
し
で
も
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
た
い“
、
と

い
う
動
機
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
市
場
を
伸
長
さ

せ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
オ
ズ

ボ
ー
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
教
授
の
提
唱
し
た

「
バ
イ
オ
フ
ィ
リ
ア
仮
説
」
で
は
、
人
は
生

ま
れ
つ
き
自
然
や
動
物
、
植
物
と
親
密
な
関

係
を
持
っ
て
お
り
、
本
能
的
に
植
物
や
自
然

を
求
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
る
ほ
ど
人

類
の„
進
化
の
時
間
軸
“で
考
え
て
み
る
と
人

類
は
人
工
物
の
な
い
自
然
の
中
で
進
化
し
自

然
の
中
で
暮
ら
し
て
い
た
時
間
が
遥
か
に
長

く
、
周
囲
に
自
然
の
あ
る
状
態
を
大
前
提
に

体
の
仕
組
み
が
で
き
て
い
て
も
不
思
議
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
の
よ
う
に
人
工
物
の
中

で
暮
ら
し
自
然
が
身
の
回
り
に
な
い
の
は
本

来
不
自
然
な
状
態
で
無
意
識
の
う
ち
に
多
く

の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
状
態
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　緊
急
事
態
宣
言
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
植
物

を
育
て
た
い
人
が
増
え
た
の
は
、
実
は
人
は

自
身
の
健
康
が
脅
か
さ
れ
た
と
き
、
植
物
や

自
然
の
チ
カ
ラ
を
自
ら
取
り
入
れ
ス
ト
レ
ス

を
緩
和
し
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
を
本
能
的

に
知
っ
て
い
た
結
果
と
も
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　植
物
の
も
た
ら
す
効
能
は
目
に
は
見
え
に

く
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
確
か
に
人
の

心
と
体
を
癒
す
チ
カ
ラ
を
持
っ
て
い
ま

す
。
当
園
で
も
島
根
の
お
花
に
包
ま
れ
て

癒
さ
れ
る
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
、
多
く

の
皆
様
が
植
物
に
包
ま
れ
「
ほ
っ
と
で
き

る
ひ
と
と
き
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　植
物
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
癒
し
の
チ

カ
ラ
を
存
分
に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き

る
「
公
園
浴
」
で
日
々
の
疲
れ
や
ス
ト
レ

ス
を
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
参
考
）
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療
法
課
程

　

　
　
　教
授

　豊
田 

正
博
氏 

調
査
研
究
よ
り

　

 

植
物
の
持
つ
チ
カ
ラ

　

 

植
物
の
持
つ
チ
カ
ラ

記 事 著 者

　
今
月
号
で
は
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
植
物
の
チ
カ
ラ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

島根県花ふれあい公園
しまね花の郷

園 長　岸　　真

知ってほしい 伝えたい
 植物のチカラ
知ってほしい 伝えたい
 植物のチカラ
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青年部

女性会

青年部・女性会だより

青年部 新入会員を大募集中!!青年部 新入会員を大募集中!!
出雲商工会議所青年部では、共に出雲の商工業を盛り上げていく仲間を募集しています。
青年経済人としてのスキルを向上させて業績アップを図りながら、出雲を元気にしていきましょう！

出雲商工会議所青年部とは？
次代の地域経済を担う後継者の相互研鑽の場として、また、青年経済人
として資質の向上と会員相互の交流を通じ、自社企業の発展と豊かな
地域経済社会を築くことを目的として出雲商工会議所に設置された組
織です。

入 会 資 格
出雲商工会議所会員事業所であって入会時45歳未満の次の方
  ・事業所の経営者、後継者、経営幹部
  ・事業所の代表者の推薦のある方

出雲商工会議所青年部 Ｑ ＆Ａ
Ｑ．どのような活動を行っていますか？

Ｑ．女性も入会できますか？

Ｑ．ものすごくお金がかかるのでは？

Ａ．・資質向上を目指した研修事業の開催
・会員及び他団体との交流事業の開催
・企業視察研修
・地域活性化事業の開催
・次世代への啓発事業の開催
・総会、例会の開催
・各種会議や大会への参加等

Ｑ．入会のメリットは？

Ｑ．どれくらいの人がいますか？

Ｑ．会合は月にどの程度ありますか？

Ａ．・経営者としての資質向上
・同業種及び異業種間での情報交換
・仕事に役立つ人脈づくり
・ビジネスチャンスの拡大等

Ａ．現在、出雲商工会議所青年部には70名が在籍しており、ＯＢ会
員の先輩方も多くいらっしゃいます。

Ａ．会合の種類としては、全会員を対象とした総会や例会、また配属
される委員会などがあります。月や年度によって多少変動はあり
ますが、平均して月に１回から３回程度です。

Ａ．もちろん大歓迎です。出雲商工会議所青年部では、女性会員も
積極的に参加されています。

Ａ．年会費５万円の他に懇親会の飲食代などの費用がかかる会議や
事業もありますが、これらへの出席は任意です。

お問い 合せ先
経営支援課 ☎25-3710

（
㈲
足
立
仏
壇
店
）

　６
月
７
日
㈮
、
ホ
テ
ル
ほ
り
江
に
て
県

女
連
総
会
が
開
催
さ
れ
、
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
入
口
で
平
田
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
お

ん
す
う
ふ
ら
た
ろ
う
」
に
迎
え
ら
れ
、
思

わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。総
会
で
は
、

日
野
会
長
の
女
性
の
活
躍
が
様
々
な
場
面

で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
の
お
話
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

　資
質
向
上
研
修
会
で
は
、「
自
分
ら
し
く

輝
け
る
女
性
の
働
き
方
」
と
題
し
㈱
Ｃ
ｏ

ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
Ｒ
ｉ
ｂ
ｂ
ｏ
ｎ
大
川
真
美
代
表

の
講
演
が
あ
り
、
悩
ん
だ
ら
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
が
大
事
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。

副
会
長

足
立

　英子

島
根
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会
に
参
加
し
て

出席者のみなさん

（
ブ
テ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
）

　６
月
13
日
㈭
会
員
20
名
で
、
鳥
取
方
面

に
出
か
け
ま
し
た
。
ま
ず
、
因
幡
の
白
兎

伝
説
で
八
上
姫
と
結
ば
れ
た
大
国
主
命
の

最
古
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
白
兎
神
社
へ

参
拝
し
ま
し
た
。
近
く
な
の
に
初
め
て
の

方
も
多
く
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　昼
食
後
、
砂
の
美
術
館
に
向
か
い
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
一
足
先
に
パ
リ
に
飛
び
、

「
フ
ラ
ン
ス
編
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
激
動

の
歴
史
や
華
や
か
さ
、
芸
術
文
化
が
豊
か

に
、
砂
の
建
造
物
で
表
現
さ
れ
て
い
て
感

動
し
ま
し
た
。
外
は
31
度
の
真
夏
日
で
し

た
が
さ
わ
や
か
な
楽
し
い
研
修
で
し
た
。

親
睦
委
員
長

林

　
　宏美

日
帰
り
研
修
旅
行
を
開
催

砂の美術館にて

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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　２
０
２
０
年
春
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

私
た
ち
は
行
動
制
限
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
未
知
の

ウ
イ
ル
ス
に
加
え
外
出
自
粛
と
い
う
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
環
境
に
お
か
れ
常
に
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
る
生
活
に
一
変
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
自
宅
で
過
ご
す
「
お

う
ち
時
間
」
の
増
加
に
伴
い
活
性
し
た
市

場
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
市
場
も
そ
の
１
つ

で
す
。

　ネ
ッ
ト
通
販
の
３
大
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
の
購

買
動
向
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
市
場
は
２
０
２

０
年
４
月
〜
６
月
で
昨
対
比
１
５
９
％
と

大
き
く
伸
長
し
た
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

（
＊
１
）
ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
や
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
「
植
物
を
育
て
た
い
」
と
意
識

変
化
の
あ
っ
た
人
が
増
加
し
た
と
い
う
調

査
結
果
も
あ
り
ま
す
。
当
園
で
は
島
根
県

の
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
、
全
て
の
展

示
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
て
開
園
し
た

と
こ
ろ
広
々
と
し
た
解
放
感
あ
ふ
れ
る
芝

生
広
場
で
過
ご
し
た
り
、
花
を
観
賞
さ
れ

た
り
す
る
お
客
様
が
か
え
っ
て
増
え
ま
し

た
。（
隣
県
の
と
っ
と
り
花
回
廊
や
国
営
備

北
丘
陵
公
園
も
同
様
の
傾
向
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
）

　私
は
こ
う
し
た
現
象
に
興
味
を
持
ち

色
々
と
調
べ
て
み
ま
す
と
、（
お
客
様
は
３

密
を
避
け
る
た
め
の
選
択
肢
で
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
）
植
物
の
チ
カ
ラ
に
関
す

る
研
究
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
、
植
物
や
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い

る
公
園
や
芝
生
の
上
で
５
分
間
休
む
だ
け

で
血
圧
が
正
常
値
に
近
づ
く（
血
圧
の
低
い

人
は
上
が
り
、血
圧
の
高
い
人
は
下
が
る
）

こ
と
が
実
験
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。（
＊
２
）

　綺
麗
な
花
を
観
る
、
植
物
に
触
れ
る
、

香
り
に
包
ま
れ
る
、
木
々
の
葉
が
心
地
よ

い
風
の
音
を
奏
で
る
空
間
で
過
ご
す
な

ど
、
人
は
心
地
よ
い
刺
激
を
受
け
る
と
思

考
し
て
い
る
脳
が
休
ま
り
ス
ト
レ
ス
状
態

か
ら
回
復
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
＊
３
）

　こ
う
し
た
植
物
の
癒
し
効
果
や
効
能

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
健
康

的
不
安
、
社
会
的
不
安
の
中
で
享
受
し
て

”少
し
で
も
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
た
い“
、
と

い
う
動
機
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
市
場
を
伸
長
さ

せ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
オ
ズ

ボ
ー
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
教
授
の
提
唱
し
た

「
バ
イ
オ
フ
ィ
リ
ア
仮
説
」
で
は
、
人
は
生

ま
れ
つ
き
自
然
や
動
物
、
植
物
と
親
密
な
関

係
を
持
っ
て
お
り
、
本
能
的
に
植
物
や
自
然

を
求
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
る
ほ
ど
人

類
の„
進
化
の
時
間
軸
“で
考
え
て
み
る
と
人

類
は
人
工
物
の
な
い
自
然
の
中
で
進
化
し
自

然
の
中
で
暮
ら
し
て
い
た
時
間
が
遥
か
に
長

く
、
周
囲
に
自
然
の
あ
る
状
態
を
大
前
提
に

体
の
仕
組
み
が
で
き
て
い
て
も
不
思
議
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
の
よ
う
に
人
工
物
の
中

で
暮
ら
し
自
然
が
身
の
回
り
に
な
い
の
は
本

来
不
自
然
な
状
態
で
無
意
識
の
う
ち
に
多
く

の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
状
態
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　緊
急
事
態
宣
言
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
植
物

を
育
て
た
い
人
が
増
え
た
の
は
、
実
は
人
は

自
身
の
健
康
が
脅
か
さ
れ
た
と
き
、
植
物
や

自
然
の
チ
カ
ラ
を
自
ら
取
り
入
れ
ス
ト
レ
ス

を
緩
和
し
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
を
本
能
的

に
知
っ
て
い
た
結
果
と
も
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　植
物
の
も
た
ら
す
効
能
は
目
に
は
見
え
に

く
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
確
か
に
人
の

心
と
体
を
癒
す
チ
カ
ラ
を
持
っ
て
い
ま

す
。
当
園
で
も
島
根
の
お
花
に
包
ま
れ
て

癒
さ
れ
る
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
、
多
く

の
皆
様
が
植
物
に
包
ま
れ
「
ほ
っ
と
で
き

る
ひ
と
と
き
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　植
物
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
癒
し
の
チ

カ
ラ
を
存
分
に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き

る
「
公
園
浴
」
で
日
々
の
疲
れ
や
ス
ト
レ

ス
を
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
参
考
）

＊
１

　E
C
デ
ー
タ
ラ
ボ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

＊
２

　千
葉
大
学
大
学
院
園
芸
学
研
究
科
准
教
授

　

　
　
　岩
崎 

寛
氏

　研
究
よ
り

＊
３

　兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
緑
環
境
景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
　
　ト
研
究
科
／
兵
庫
県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校 

　
　
　園
芸
療
法
課
程

　

　
　
　教
授

　豊
田 

正
博
氏 

調
査
研
究
よ
り

　

 

植
物
の
持
つ
チ
カ
ラ

　

 

植
物
の
持
つ
チ
カ
ラ

記 事 著 者

　
今
月
号
で
は
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
植
物
の
チ
カ
ラ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

島根県花ふれあい公園
しまね花の郷

園 長　岸　　真

知ってほしい 伝えたい
 植物のチカラ
知ってほしい 伝えたい
 植物のチカラ
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《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

《順不同・敬称略》会員の異動

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!

事業所名・代表者・所在地・電話番号・ＦＡＸ番号・営業内容・会費の引き落とし口座等に変更がございましたら、
誠にお手数をおかけいたしますが、総務企画課（ＴＥＬ２５－３７０６）までご連絡くださいますようお願いいたします。

会員の皆様へ

エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱
の
異

動
に
伴
い
、
職
務
執
行
者
が

澤
本
浩
氏
か
ら
原
淳
一
氏
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
変
更

原

　
淳
一  

氏

エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱

代
表
取
締
役

お問い合わせ
総務企画課　２５－３７０6

変更箇所 事業所名 新 旧

代 表 者 サン電子工業㈱出雲工場 高橋　一徳 登石　伸夫

代 表 者 エイコー電子工業㈱ 原　淳一 澤本　浩

代 表 者 ㈲米山萬商店 米山　知宏 米山　弘三

所 在 地 ㈲山崎組 里方町 522-2 里方町 501-1

事 業 所 名
㈱飯塚建築

㈱飯塚建築 飯塚建築

代 表 者 飯塚　哲朗 飯塚　傑

事業所名 代表者名 営業内容

所在地 TEL 部会

LUIDA 常松　優太 美容室

今市町北本町 2-7-15 
北本町ビル 1 階 090-6305-1103 サービス部会

㈱日発オートセンター 江角　康一 自動車整備・販売業

大津町 455-11 23-1812 運輸車輌部会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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Web応募はこちらから▶

・リストから漢字を選び、空いたマ
スを埋めてクロスワードを完成
させましょう。
・ひとつの文字は１回しか使えま
せん。
・最後に、Ａ～Ｃのマスに入る漢字
でできる三字熟語を答えてくだ
さい。

正解者の中から、抽選で3名様に図書カードを差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◆応募方法　はがき、メール、またはWebで応募
◆記入事項 必ず本誌へのご意見、

ご感想、今月号の記事の中で心に残った内容などをご記入ください。

◆応 募 先　はがき… 〒693-0011出雲市大津町1131-1出雲商工会議所
「クロスワード」係 　

メール … izm@izmcci .or . jp 件名「クロスワード」

◆締め切り

６
月
号
答
え

出雲商工会議所 会員募集中！
【入会のメリット】
・経営課題解決へのお手伝い
 補助金・助成金、融資、アドバイザー派遣、税務・労務支援 など

・広がるネットワーク
 同業種との交流（部会）、異業種との交流（青年部・女性会）

・スキルアップ
 新入社員研修、検定、各種セミナー、研修会 など

・地域への貢献
 会費は地域活性化のための事業に利用

・福利厚生の充実
 くにびき共済、特定退職金共済

【お問い合わせ　総務企画課　２５－３７０６】

季 会

分 団 Ａ 社

六 無

倒 危 Ｃ

Ｂ 見 質

呂 卵 答

踏 機 体 黄 面

舞 風 四 問 扇

鶏 法

無 限 大 甲 羅

邪 半 月 板

気 風 謝 桂

雨 天 脱 皮

演 井 戸 水

舞 台 裏 機 能

A B C

水 無 月
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《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

《順不同・敬称略》会員の異動

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!

事業所名・代表者・所在地・電話番号・ＦＡＸ番号・営業内容・会費の引き落とし口座等に変更がございましたら、
誠にお手数をおかけいたしますが、総務企画課（ＴＥＬ２５－３７０６）までご連絡くださいますようお願いいたします。

会員の皆様へ

エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱
の
異

動
に
伴
い
、
職
務
執
行
者
が

澤
本
浩
氏
か
ら
原
淳
一
氏
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
変
更

原

　
淳
一  

氏

エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱

代
表
取
締
役

お問い合わせ
総務企画課　２５－３７０6

変更箇所 事業所名 新 旧

代 表 者 サン電子工業㈱出雲工場 高橋　一徳 登石　伸夫

代 表 者 エイコー電子工業㈱ 原　淳一 澤本　浩

代 表 者 ㈲米山萬商店 米山　知宏 米山　弘三

所 在 地 ㈲山崎組 里方町 522-2 里方町 501-1

事 業 所 名
㈱飯塚建築

㈱飯塚建築 飯塚建築

代 表 者 飯塚　哲朗 飯塚　傑

事業所名 代表者名 営業内容

所在地 TEL 部会

LUIDA 常松　優太 美容室

今市町北本町 2-7-15 
北本町ビル 1 階 090-6305-1103 サービス部会

㈱日発オートセンター 江角　康一 自動車整備・販売業

大津町 455-11 23-1812 運輸車輌部会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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Web応募はこちらから▶

・リストから漢字を選び、空いたマ
スを埋めてクロスワードを完成
させましょう。
・ひとつの文字は１回しか使えま
せん。
・最後に、Ａ～Ｃのマスに入る漢字
でできる三字熟語を答えてくだ
さい。

正解者の中から、抽選で3名様に図書カードを差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◆応募方法　はがき、メール、またはWebで応募
◆記入事項 必ず本誌へのご意見、

ご感想、今月号の記事の中で心に残った内容などをご記入ください。

◆応 募 先　はがき… 〒693-0011出雲市大津町1131-1出雲商工会議所
「クロスワード」係 　

メール … izm@izmcci .or . jp 件名「クロスワード」

◆締め切り

６
月
号
答
え

出雲商工会議所 会員募集中！
【入会のメリット】
・経営課題解決へのお手伝い
 補助金・助成金、融資、アドバイザー派遣、税務・労務支援 など

・広がるネットワーク
 同業種との交流（部会）、異業種との交流（青年部・女性会）

・スキルアップ
 新入社員研修、検定、各種セミナー、研修会 など

・地域への貢献
 会費は地域活性化のための事業に利用

・福利厚生の充実
 くにびき共済、特定退職金共済

【お問い合わせ　総務企画課　２５－３７０６】

季 会

分 団 Ａ 社

六 無

倒 危 Ｃ

Ｂ 見 質

呂 卵 答

踏 機 体 黄 面

舞 風 四 問 扇

鶏 法

無 限 大 甲 羅

邪 半 月 板

気 風 謝 桂

雨 天 脱 皮

演 井 戸 水

舞 台 裏 機 能

A B C

水 無 月

2024.7
15 出雲商工会議所報



オーダーガラス板.ＣＯＭ

　福
井
県
福
井
市
に
本
社
を
構
え
る

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
株
式
会
社

は
、
も
と
も
と
は
工
務
店
や
建
築
会
社

を
主
要
な
顧
客
と
す
る
伝
統
的
な

Ｂ
t
o
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
た

「
ガ
ラ
ス
屋
さ
ん
」
で
し
た
が
、
今
で
は

施
主
向
け
の
ガ
ラ
ス
・
鏡
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ダ
ー
販
売
を
行
う
革
新
的

な
企
業
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
２
０
０

５
年
に
始
め
た
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ダ
ー
販
売
が
、
業
界
の
常
識
を
変

え
る
第
一
歩
と
な
っ
た
の
で
す
。
住
宅

建
材
の
規
格
販
売
が
基
本
と
さ
れ
る
中

で
、
個
別
に
加
工
す
る
こ
と
の
難
し
さ

と
コ
ス
ト
の
問
題
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
て
挑
戦
し
た
結
果
、サ
イ
ズ
オ
ー

ダ
ー
を
含
め
て
製
品
を
「
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
見
て
自
然
な
価
格
」
に
設
定
す
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　ガ
ラ
ス
出
張
修
理
事
業
で
創
業
し
た

大
壁
社
長
は
、
実
際
に
ガ
ラ
ス
が
割
れ

て
困
っ
て
い
る
顧
客
と
直
接
顔
を
合
わ

せ
、
そ
の
声
を
毎
日
聞
く
経
験
を
積
み
、

施
主
向
け
の
オ
ー
ダ
ー
販
売「
オ
ー
ダ
ー

ガ
ラ
ス
板
．Ｃ
Ｏ
Ｍ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、

個
人
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
注
文
を
受
け
、

そ
れ
を
工
務
店
に
依
頼
す
る
Ｂ
to
Ｃ

to
Ｂ
の
形
態
を
取
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
施
主
か
ら
工
務

店
に
「
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ 
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
指

定
」
で
注
文
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
単

な
る
Ｅ
Ｃ
事
業
に
と
ど
ま
ら
な
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

改
革
が
実
現
し
ま
し
た
。

　Ｄ
Ｘ
の
推
進
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
は
、Ｉ
Ｔ
と
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
の
内
製

化
で
す
。
同
社
は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ラ
イ
タ
ー
を
自
社
で

採
用
し
、
内
製
化
す
る
こ
と
で
、
品
質
を

高
め
な
が
ら
迅
速
な
対
応
を
可
能
に
し
ま

し
た
。
18
年
に
は
「
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
株
式
会
社
」
を
設

立
し
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
業
務
を
専
門
化

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
22
年
に
は
「
株
式

会
社
Ｆ
Ｐ
Ｅ
Ｃ（
エ
フ
ペ
ッ
ク
）」
を
立
ち

上
げ
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、Ｏ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
は
Ｉ
Ｔ
企
業
の
よ

う
な
組
織
体
制
を
持
ち
、
従
業
員
の
半
数

以
上
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

社
の
成
功
事
例
を
基
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
制
作
事
業
も
展
開
す
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　業
界
の
習
慣
を
打
ち
破
っ
た
大
壁
社
長

で
す
が
、
現
在
で
は
「
福
井
県
板
硝
子
商

協
同
組
合
」
の
理
事
長
と
し
て
、
地
域
産

業
の
発
展
や
、
地
域
全
体
で
の
Ｄ
Ｘ
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　O
O
K
A
B
E 
G
L
A
S
S
の
成
功

は
、
技
術
導
入
に
と
ど
ま
ら
ず
、
組
織
体

制
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
根
本
的
な
改

革
に
あ
り
ま
す
。
試
行
錯
誤
と
改
善
を

繰
り
返
し
な
が
ら
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
同
社

の
姿
勢
は
、
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
で
し
ょ
う
。
特

に
、
内
製
化
に
よ
る
効
率
化
と
品
質
向

上
の
取
り
組
み
は
、
ほ
か
の
企
業
に
も

大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
す
。

（
こ
の
事
例
は
筆
者
取
材
時
の
も
の
で
あ
り
、

現
在
で
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

ウ
イ
ン
グ
ア
ー
ク
１
ｓ
ｔ
株
式
会
社

デ
ー
タ
の
じ
か
ん
主
筆

大
川

　真史

◆大川　真史／おおかわ・まさし
　ウイングアーク１ｓｔデータのじかん主筆。ＩＴ企業を経て三菱総
合研究所に12年間在籍し、２０１８年から現職。専門はデジタル化
による産業構造転換、中小企業のデジタル化。オウンドメディア
『データのじかん』での調査研究・情報発信が主な業務。社外活
動として、東京商工会議所ものづくり人材育成専門家ＷＧ座長、
エッジプラットフォームコンソーシアム理事、特許庁Ⅰ－ＯＰＥＮ専
門家、ロボット革命・産業ＩｏＴイニシアティブ協議会中堅中小ＡＧ
副主査、サービス創新研究所副所長など。ｉ．ｌａｂ、リアクター
ジャパン、Ｇａｒａｇｅ Ｓｕｍｉｄａ研究所、Ｆａｃｔｏｒｙ Ａｒｔ Ｍｕｓｅｕｍ 
ＴＯＹＡＭＡ、ハタケホットケなどを兼務。各地商工会議所・自治体
での講演、新聞・雑誌の寄稿多数。近著『アイデアをカタチにす
る!Ｍ５Ｓｔａｃｋ入門＆実践ガイド』。

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
株
式
会
社
の

Ｄ
Ｘ
推
進
と
そ
の
成
功

　
　
　

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
株
式
会
社
の

Ｄ
Ｘ
推
進
と
そ
の
成
功

　
　
　

中
小
企
業
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
事
例

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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６ ※価格はすべて税込み（今井書店出雲店調べ）

クスノキの女神
東野圭吾／著（実業之日本社、価格 1,980円）

成瀬は天下を取りにいく
宮島未奈／著（新潮社、価格 1,705円）

特急やくも写真集
（今井出版、価格 2,750円）

なぜ働いていると本が読めなくなるのか
三宅香帆／著（集英社、価格 1,100円）

ポケモン大図鑑１０２０＋
（小学館、価格 1,100円）

変な家
雨穴／著（飛鳥新社、価格 1,400円）

変な家　２
雨穴／著（飛鳥新社、価格 1,650円）

成瀬は信じた道をいく
宮島未奈／著（新潮社、価格 1,760円）

俺たちの箱根駅伝 上
池井戸潤／著（文芸春秋、価格 1,980円）

告白撃
住野よる／著（KADOKAWA、価格 1,650円）

T・ジョイ出雲の映画ランキングT・ジョイ出雲の映画ランキング

ゆめタウン出雲東館3F

上映時間は
こちらから！

秦と趙の全てを懸けた＜馬陽の戦い＞で、敵将を討った信（山﨑賢人）と
仲間たちの前に突如として現れた、その存在が隠されていた趙国の総大
将・龐煖（吉川晃司）。自らを＜武神＞と名乗る龐煖の圧倒的な力の前に、
次々と命を落としていく飛信隊の仲間たち。致命傷を負った信を背負っ
て、飛信隊は決死の脱出劇を試みる。「俺たちで、信を守り抜くんだ――。」
一方で戦局を見守っていた王騎（大沢たかお）は、趙に潜むもう一人の化
け物の存在を感じ取っていた。龐煖の背後で静かにそびえる軍師・李牧
（小栗旬）の正体とは？王騎と龐煖はなぜ馬陽の地に導かれたのか？？
今、因縁が絡み合う馬陽の地で忘れられない戦いが始まる―。

Ⓒ原泰久／集英社　©2024映画「キングダム」製作委員会

映画『キングダム 大将軍の帰還』映画『キングダム 大将軍の帰還』

7月12日（金）公開
出演：山﨑賢人 吉沢亮 橋本環奈 清野菜名 新木優子
　　　吉川晃司 小栗旬 大沢たかお 他
原作：原泰久「キングダム」（集英社「週刊ヤングジャンプ」連載）
監督：佐藤信介　　脚本：黒岩 勉　原 泰久　　音楽：やまだ豊

1位  『名探偵コナン 100万ドルの五稜星（みちしるべ）』
2位  『帰ってきた あぶない刑事』
3位  『劇場総集編ぼっち・ざ・ろっく！ Re:』
4位  映画『からかい上手の高木さん』
5位  『劇場版ハイキュー!! ゴミ捨て場の決戦』

作品紹介　

7月ピックアップ映画作品7月ピックアップ映画作品
5／16～6／15までの映画ランキング5／16～6／15までの映画ランキング

2024.7
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オーダーガラス板.ＣＯＭ

　福
井
県
福
井
市
に
本
社
を
構
え
る

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
株
式
会
社

は
、
も
と
も
と
は
工
務
店
や
建
築
会
社

を
主
要
な
顧
客
と
す
る
伝
統
的
な

Ｂ
t
o
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
た

「
ガ
ラ
ス
屋
さ
ん
」
で
し
た
が
、
今
で
は

施
主
向
け
の
ガ
ラ
ス
・
鏡
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ダ
ー
販
売
を
行
う
革
新
的

な
企
業
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
２
０
０

５
年
に
始
め
た
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ダ
ー
販
売
が
、
業
界
の
常
識
を
変

え
る
第
一
歩
と
な
っ
た
の
で
す
。
住
宅

建
材
の
規
格
販
売
が
基
本
と
さ
れ
る
中

で
、
個
別
に
加
工
す
る
こ
と
の
難
し
さ

と
コ
ス
ト
の
問
題
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
て
挑
戦
し
た
結
果
、サ
イ
ズ
オ
ー

ダ
ー
を
含
め
て
製
品
を
「
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
見
て
自
然
な
価
格
」
に
設
定
す
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　ガ
ラ
ス
出
張
修
理
事
業
で
創
業
し
た

大
壁
社
長
は
、
実
際
に
ガ
ラ
ス
が
割
れ

て
困
っ
て
い
る
顧
客
と
直
接
顔
を
合
わ

せ
、
そ
の
声
を
毎
日
聞
く
経
験
を
積
み
、

施
主
向
け
の
オ
ー
ダ
ー
販
売「
オ
ー
ダ
ー

ガ
ラ
ス
板
．Ｃ
Ｏ
Ｍ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、

個
人
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
注
文
を
受
け
、

そ
れ
を
工
務
店
に
依
頼
す
る
Ｂ
to
Ｃ

to
Ｂ
の
形
態
を
取
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
施
主
か
ら
工
務

店
に
「
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
指

定
」
で
注
文
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
単

な
る
Ｅ
Ｃ
事
業
に
と
ど
ま
ら
な
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

改
革
が
実
現
し
ま
し
た
。

　Ｄ
Ｘ
の
推
進
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
は
、Ｉ
Ｔ
と
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
の
内
製

化
で
す
。
同
社
は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ラ
イ
タ
ー
を
自
社
で

採
用
し
、
内
製
化
す
る
こ
と
で
、
品
質
を

高
め
な
が
ら
迅
速
な
対
応
を
可
能
に
し
ま

し
た
。
18
年
に
は
「
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
株
式
会
社
」
を
設

立
し
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
業
務
を
専
門
化

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
22
年
に
は
「
株
式

会
社
Ｆ
Ｐ
Ｅ
Ｃ（
エ
フ
ペ
ッ
ク
）」
を
立
ち

上
げ
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、Ｏ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
は
Ｉ
Ｔ
企
業
の
よ

う
な
組
織
体
制
を
持
ち
、
従
業
員
の
半
数

以
上
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

社
の
成
功
事
例
を
基
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
制
作
事
業
も
展
開
す
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　業
界
の
習
慣
を
打
ち
破
っ
た
大
壁
社
長

で
す
が
、
現
在
で
は
「
福
井
県
板
硝
子
商

協
同
組
合
」
の
理
事
長
と
し
て
、
地
域
産

業
の
発
展
や
、
地
域
全
体
で
の
Ｄ
Ｘ
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　O
O
K
A
B
E 

G
L
A
S
S
の
成
功

は
、
技
術
導
入
に
と
ど
ま
ら
ず
、
組
織
体

制
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
根
本
的
な
改

革
に
あ
り
ま
す
。
試
行
錯
誤
と
改
善
を

繰
り
返
し
な
が
ら
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
同
社

の
姿
勢
は
、
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
で
し
ょ
う
。
特

に
、
内
製
化
に
よ
る
効
率
化
と
品
質
向

上
の
取
り
組
み
は
、
ほ
か
の
企
業
に
も

大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
す
。

（
こ
の
事
例
は
筆
者
取
材
時
の
も
の
で
あ
り
、

現
在
で
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

ウ
イ
ン
グ
ア
ー
ク
１
ｓ
ｔ
株
式
会
社

デ
ー
タ
の
じ
か
ん
主
筆

大
川

　真史

◆大川　真史／おおかわ・まさし
　ウイングアーク１ｓｔデータのじかん主筆。ＩＴ企業を経て三菱総
合研究所に12年間在籍し、２０１８年から現職。専門はデジタル化
による産業構造転換、中小企業のデジタル化。オウンドメディア
『データのじかん』での調査研究・情報発信が主な業務。社外活
動として、東京商工会議所ものづくり人材育成専門家ＷＧ座長、
エッジプラットフォームコンソーシアム理事、特許庁Ⅰ－ＯＰＥＮ専
門家、ロボット革命・産業ＩｏＴイニシアティブ協議会中堅中小ＡＧ
副主査、サービス創新研究所副所長など。ｉ．ｌａｂ、リアクター
ジャパン、Ｇａｒａｇｅ Ｓｕｍｉｄａ研究所、Ｆａｃｔｏｒｙ Ａｒｔ Ｍｕｓｅｕｍ 
ＴＯＹＡＭＡ、ハタケホットケなどを兼務。各地商工会議所・自治体
での講演、新聞・雑誌の寄稿多数。近著『アイデアをカタチにす
る!Ｍ５Ｓｔａｃｋ入門＆実践ガイド』。

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
株
式
会
社
の

Ｄ
Ｘ
推
進
と
そ
の
成
功

　
　
　

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
株
式
会
社
の

Ｄ
Ｘ
推
進
と
そ
の
成
功

　
　
　

中
小
企
業
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
事
例

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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６ ※価格はすべて税込み（今井書店出雲店調べ）

クスノキの女神
東野圭吾／著（実業之日本社、価格 1,980円）

成瀬は天下を取りにいく
宮島未奈／著（新潮社、価格 1,705円）

特急やくも写真集
（今井出版、価格 2,750円）

なぜ働いていると本が読めなくなるのか
三宅香帆／著（集英社、価格 1,100円）

ポケモン大図鑑１０２０＋
（小学館、価格 1,100円）

変な家
雨穴／著（飛鳥新社、価格 1,400円）

変な家　２
雨穴／著（飛鳥新社、価格 1,650円）

成瀬は信じた道をいく
宮島未奈／著（新潮社、価格 1,760円）

俺たちの箱根駅伝 上
池井戸潤／著（文芸春秋、価格 1,980円）

告白撃
住野よる／著（KADOKAWA、価格 1,650円）

T・ジョイ出雲の映画ランキングT・ジョイ出雲の映画ランキング

ゆめタウン出雲東館3F

上映時間は
こちらから！

秦と趙の全てを懸けた＜馬陽の戦い＞で、敵将を討った信（山﨑賢人）と
仲間たちの前に突如として現れた、その存在が隠されていた趙国の総大
将・龐煖（吉川晃司）。自らを＜武神＞と名乗る龐煖の圧倒的な力の前に、
次々と命を落としていく飛信隊の仲間たち。致命傷を負った信を背負っ
て、飛信隊は決死の脱出劇を試みる。「俺たちで、信を守り抜くんだ――。」
一方で戦局を見守っていた王騎（大沢たかお）は、趙に潜むもう一人の化
け物の存在を感じ取っていた。龐煖の背後で静かにそびえる軍師・李牧
（小栗旬）の正体とは？王騎と龐煖はなぜ馬陽の地に導かれたのか？？
今、因縁が絡み合う馬陽の地で忘れられない戦いが始まる―。

Ⓒ原泰久／集英社　©2024映画「キングダム」製作委員会

映画『キングダム 大将軍の帰還』映画『キングダム 大将軍の帰還』

7月12日（金）公開
出演：山﨑賢人 吉沢亮 橋本環奈 清野菜名 新木優子
　　　吉川晃司 小栗旬 大沢たかお 他
原作：原泰久「キングダム」（集英社「週刊ヤングジャンプ」連載）
監督：佐藤信介　　脚本：黒岩 勉　原 泰久　　音楽：やまだ豊

1位  『名探偵コナン 100万ドルの五稜星（みちしるべ）』
2位  『帰ってきた あぶない刑事』
3位  『劇場総集編ぼっち・ざ・ろっく！ Re:』
4位  映画『からかい上手の高木さん』
5位  『劇場版ハイキュー!! ゴミ捨て場の決戦』

作品紹介　

7月ピックアップ映画作品7月ピックアップ映画作品
5／16～6／15までの映画ランキング5／16～6／15までの映画ランキング

2024.7
17 出雲商工会議所報



出雲保健所からのお知らせ

健康づくり
情報

働きざかりの

★マダニに咬まれないための対策★
①肌を露出しないように、長袖、長ズボンを着る
②虫よけスプレー（忌避剤）を活用する
③地面に直接寝転んだり、腰を下ろしたりしな
　いよう敷物を敷く
④帰宅した後はすぐに入浴し、身体をよく洗い
　新しい服に着替える

子どもの感染も確認されています
大人だけでなく、子どもへの対策も忘れずに！！

ぼうし

手　袋

靴

長ズボン

タオル等

長　袖

　野
山
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ
類
が
媒
介

す
る
感
染
症
に
は
、
重
症
熱
性
血
小
板

減
少
症
候
群
や
、つ
つ
が
虫
病
、
日
本
紅

斑
熱
な
ど
、様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

マ
ダ
ニ
は
動
物
の
血
を
吸
っ
て
生
活
し

て
い
る
た
め
、
予
防
の
た
め
に
は
マ
ダ

ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
マ
ダ
ニ
類
が
媒
介
す
る
感
染
症
の
発

生
状
況
に
つ
い
て

　島
根
県
内
で
の
マ
ダ
ニ
類
が
媒
介
す
る

感
染
症（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

や
、つつ
が
虫
病
、日
本
紅
斑
熱
な
ど
）の
報

告
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　特
に
行
楽
や
農
繁
期
で
あ
る
夏
か
ら
秋

（
５
月
〜
１０
月
）に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　

マ
ダ
ニ
が
皮
膚
に
咬
み
つ
い
て
取
れ

な
い
と
き
は
、
医
療
機
関
（
皮
膚
科
な

ど
）
で
処
置
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

無
理
に
取
ろ
う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ
の
一

部
が
皮
膚
内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
か
ら

２
週
間
程
度
は
体
調
の
変
化

に
注
意
し
、
発
熱
、
発
疹
、

食
欲
低
下
、
嘔
吐
、
下
痢
等
の
症
状
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
早
め
に
医
療
機
関

へ
電
話
予
約
・
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

※

す
べ
て
の
マ
ダ
ニ
が
病
原
体
を
保
有
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
も

必
ず
病
気
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
感
染
予
防
の
た
め
に
は
？

　野
山
や
畑
へ
出
か
け
る
時
や
草
刈
り

を
す
る
時
に
は
、
熱
中
症
に
注
意
し
つ

つ
、
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
な
ど
の

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　日
本
国
内
で
は
患
者
数
が
少
な
い
感

染
症
で
も
、
海
外
渡
航
で
感
染
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　正
し
い
知
識
と
予
防
方
法
を
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。

渡
航
前
に
・
・
・

〇
検
疫
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
F
O
R
T
H
）

　で
、
渡
航
先
の
感
染
症
の
発
生
状
況

　等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
接
種
で
き

　て
い
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
事
前
に
接

　種
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

　免
疫
力
が
つ
く
た
め
に
は
接
種
後
数

　週
間
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
渡
航
中
に
具
合
が
悪
く
な
っ

た
場
合
の
相
談
先
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

渡
航
中
は
・
・
・

〇
食
事
は
十
分
に
加
熱
さ
れ
た
信
頼
で

　き
る
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

〇
狂
犬
病
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、

　動
物
が
媒
介
す
る
感
染
症
に
か
か
ら

　な
い
た
め
に
、
動
物
と
の
不
必
要
な

　接
触
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

〇
蚊
や
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
も
あ

　り
ま
す
。
肌
の
露
出
を
減
ら
し
、
必

　要
に
応
じ
て
虫
よ
け
剤
を
使
い
ま

　し
ょ
う
。

帰
国
後
は
・
・
・

　感
染
症
に
は
、
潜
伏
期
間
（
感
染
し

て
か
ら
発
症
す
る
ま
で
の
期
間
）
が
数

日
か
ら
数
週
間
程
度
あ
り
、
渡
航
中
に

症
状
が
な
く
て
も
、
帰
国
後
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
帰
国
後
、
体
調
が
悪
く
な
っ

た
ら
、
事
前
に
医
療
機
関
に
電
話
連
絡

の
う
え
、
マ
ス
ク
等
の
感
染
対
策
を
講

じ
て
受
診
し
、
医
師
に
渡
航
の
状
況
を

必
ず
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

℡ 

21
‐
1
1
8
5

お
問
合
せ
先

出
雲
保
健
所 

衛
生
指
導
課

「
野
外
活
動
で
は
マ
ダ
ニ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
」

「
海
外
渡
航
す
る
場
合
の
感
染
対
策
」
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事業所の電気を太陽光発電にしませんか
－出雲市ゼロカーボンシティ加速化事業補助金－
市内事業所等に太陽光発電設備等を導入される場合、設置費用の一部を補助します。

最大250万円

出雲市 脱炭素

太陽光発電設備

最大40万円
蓄電池設備

国補助の1.5倍が上限

電気自動車
充電設備・充放電設備

補助対象

最大出力（kW）×5万円

蓄電池価格×1/3

発電した電気を自家消費（自家消費率50％以上）
固定価格買取制度（FIT）等は対象外  など
上記1の付帯設備で同時設置して使用
停電時にのみ利用する非常用予備電源でないこと  など

1．太陽光設備

2．蓄電池設備

設備価格×1/2×1.5 上記１及び３の付帯設備で同時設置して使用
経済産業省「CEV普及インフラ補助金」の対象であるもの  など

※２～３は１．太陽光発電設備を同時設置される場合のみ補助対象です。補助対象者の会社規模や業種は問いません。

82万5千円の補助金を交付します。住宅用太陽光発電設備等の補助金も
別途ありますので、詳しくは市のホームページをご覧ください。

ゼッチ※補助要件等の詳細、
補助金額や各種様
式については、市の
ホームページに掲
載しています。

4．充電設備・
    充放電設備

蓄電容量(kWh)×3万円
上記１の付帯設備で同時に購入すること
経済産業省「クリーンエネルギー自動車導入事業費（CEV）
補助金」の対象である電気自動車  など

3．電気自動車

補助金額 主  な  条  件

ZEH（再エネ発電を行い、断熱・省エネ性能に優れた住宅）
を市内に新築される場合

個人住宅
向け

問い合わせ　出雲市  環境エネルギー部  環境政策課  ゼロカーボン推進室
電話： 0853-21-6741 　FAX：0853-21-6597
メールアドレス： zero-carbon@city.izumo.shimane.jp
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出雲保健所からのお知らせ

健康づくり
情報

働きざかりの

★マダニに咬まれないための対策★
①肌を露出しないように、長袖、長ズボンを着る
②虫よけスプレー（忌避剤）を活用する
③地面に直接寝転んだり、腰を下ろしたりしな
　いよう敷物を敷く
④帰宅した後はすぐに入浴し、身体をよく洗い
　新しい服に着替える

子どもの感染も確認されています
大人だけでなく、子どもへの対策も忘れずに！！

ぼうし

手　袋

靴

長ズボン

タオル等

長　袖

　野
山
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ
類
が
媒
介

す
る
感
染
症
に
は
、
重
症
熱
性
血
小
板

減
少
症
候
群
や
、つ
つ
が
虫
病
、
日
本
紅

斑
熱
な
ど
、様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

マ
ダ
ニ
は
動
物
の
血
を
吸
っ
て
生
活
し

て
い
る
た
め
、
予
防
の
た
め
に
は
マ
ダ

ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
マ
ダ
ニ
類
が
媒
介
す
る
感
染
症
の
発

生
状
況
に
つ
い
て

　島
根
県
内
で
の
マ
ダ
ニ
類
が
媒
介
す
る

感
染
症（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

や
、つつ
が
虫
病
、日
本
紅
斑
熱
な
ど
）の
報

告
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　特
に
行
楽
や
農
繁
期
で
あ
る
夏
か
ら
秋

（
５
月
〜
１０
月
）に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　

マ
ダ
ニ
が
皮
膚
に
咬
み
つ
い
て
取
れ

な
い
と
き
は
、
医
療
機
関
（
皮
膚
科
な

ど
）
で
処
置
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

無
理
に
取
ろ
う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ
の
一

部
が
皮
膚
内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
か
ら

２
週
間
程
度
は
体
調
の
変
化

に
注
意
し
、
発
熱
、
発
疹
、

食
欲
低
下
、
嘔
吐
、
下
痢
等
の
症
状
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
早
め
に
医
療
機
関

へ
電
話
予
約
・
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

※

す
べ
て
の
マ
ダ
ニ
が
病
原
体
を
保
有
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
も

必
ず
病
気
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
感
染
予
防
の
た
め
に
は
？

　野
山
や
畑
へ
出
か
け
る
時
や
草
刈
り

を
す
る
時
に
は
、
熱
中
症
に
注
意
し
つ

つ
、
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
な
ど
の

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　日
本
国
内
で
は
患
者
数
が
少
な
い
感

染
症
で
も
、
海
外
渡
航
で
感
染
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　正
し
い
知
識
と
予
防
方
法
を
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。

渡
航
前
に
・
・
・

〇
検
疫
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
F
O
R
T
H
）

　で
、
渡
航
先
の
感
染
症
の
発
生
状
況

　等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
接
種
で
き

　て
い
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
事
前
に
接

　種
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

　免
疫
力
が
つ
く
た
め
に
は
接
種
後
数

　週
間
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
渡
航
中
に
具
合
が
悪
く
な
っ

た
場
合
の
相
談
先
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

渡
航
中
は
・
・
・

〇
食
事
は
十
分
に
加
熱
さ
れ
た
信
頼
で

　き
る
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

〇
狂
犬
病
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、

　動
物
が
媒
介
す
る
感
染
症
に
か
か
ら

　な
い
た
め
に
、
動
物
と
の
不
必
要
な

　接
触
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

〇
蚊
や
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
も
あ

　り
ま
す
。
肌
の
露
出
を
減
ら
し
、
必

　要
に
応
じ
て
虫
よ
け
剤
を
使
い
ま

　し
ょ
う
。

帰
国
後
は
・
・
・

　感
染
症
に
は
、
潜
伏
期
間
（
感
染
し

て
か
ら
発
症
す
る
ま
で
の
期
間
）
が
数

日
か
ら
数
週
間
程
度
あ
り
、
渡
航
中
に

症
状
が
な
く
て
も
、
帰
国
後
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
帰
国
後
、
体
調
が
悪
く
な
っ

た
ら
、
事
前
に
医
療
機
関
に
電
話
連
絡

の
う
え
、
マ
ス
ク
等
の
感
染
対
策
を
講

じ
て
受
診
し
、
医
師
に
渡
航
の
状
況
を

必
ず
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

℡ 

21
‐
1
1
8
5

お
問
合
せ
先

出
雲
保
健
所 

衛
生
指
導
課

「
野
外
活
動
で
は
マ
ダ
ニ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
」

「
海
外
渡
航
す
る
場
合
の
感
染
対
策
」
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事業所の電気を太陽光発電にしませんか
－出雲市ゼロカーボンシティ加速化事業補助金－
市内事業所等に太陽光発電設備等を導入される場合、設置費用の一部を補助します。

最大250万円

出雲市 脱炭素

太陽光発電設備

最大40万円
蓄電池設備

国補助の1.5倍が上限

電気自動車
充電設備・充放電設備

補助対象

最大出力（kW）×5万円

蓄電池価格×1/3

発電した電気を自家消費（自家消費率50％以上）
固定価格買取制度（FIT）等は対象外  など
上記1の付帯設備で同時設置して使用
停電時にのみ利用する非常用予備電源でないこと  など

1．太陽光設備

2．蓄電池設備

設備価格×1/2×1.5 上記１及び３の付帯設備で同時設置して使用
経済産業省「CEV普及インフラ補助金」の対象であるもの  など

※２～３は１．太陽光発電設備を同時設置される場合のみ補助対象です。補助対象者の会社規模や業種は問いません。

82万5千円の補助金を交付します。住宅用太陽光発電設備等の補助金も
別途ありますので、詳しくは市のホームページをご覧ください。

ゼッチ※補助要件等の詳細、
補助金額や各種様
式については、市の
ホームページに掲
載しています。

4．充電設備・
    充放電設備

蓄電容量(kWh)×3万円
上記１の付帯設備で同時に購入すること
経済産業省「クリーンエネルギー自動車導入事業費（CEV）
補助金」の対象である電気自動車  など

3．電気自動車

補助金額 主  な  条  件

ZEH（再エネ発電を行い、断熱・省エネ性能に優れた住宅）
を市内に新築される場合

個人住宅
向け

問い合わせ　出雲市  環境エネルギー部  環境政策課  ゼロカーボン推進室
電話： 0853-21-6741 　FAX：0853-21-6597
メールアドレス： zero-carbon@city.izumo.shimane.jp
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出雲商工会議所報出雲7月号（通巻680号）
発行日／
発行所／

発行人／
印刷所／

令和6年7月10日
出雲商工会議所
〒693-0011　出雲市大津町1131-1
松本 新吾
武永印刷株式会社

ジョイメイトしまねが
社員の皆様の福利厚生を
サポートします!

「2,080事業所・29,500人をサポート中」まずはお電話下さい! ジョイメイトしまね ☎（0852）28-6555

◎ジョイメイトしまねに加入すると以下のようなサポートが受けられます。

●会　費：一人月額1,000円（年間12,000円）

記載のサービスは一例です
。

（一財）島根県東部勤労者共済会

令和6年4月1日現在

健康診断
円補助

インフルエンザ予防接種
円補助（1回/年度）

歯科健診（歯科治療含む）

円補助（1回/年度）
永年勤続

円～ 円給付

5年に1度

祝金・見舞金給付
（例）結婚祝金 円

ドライブレコーダー購入
円補助（1回/5年度）

ETC装着セットアップ
円補助（1回/年度）

ジョイメイトしまね推奨ツアー
円 円補助

ツアー
円割引

（指定の旅行代理店）

隠岐汽船（1回/年度）
円割引

割引指定店お食事割引券
円プレゼント
（指定店）

抽選で

熟年夫婦旅行
円割引

隔年

忘・新年会（指定店利用）
円
円

宿泊付き又は日帰り（1回
/年度）

インフォメーション

Information

会議所カレンダー会議所カレンダー会議所カレンダー 7/10㈬
▼
8/9㈮

今後の主な動き

しょうこりんいずもっち

出雲商工会議所
マスコットキャラクター

企業と地域の応援団

夏は体調を 
崩しやすいよね!?

うなぎを食べて
栄養をつけよう！

7月

10 水
工業部会総会・出雲市役所との意見交換会
中小企業大学校広島校サテライト・ゼミ
in出雲「新任管理者研修」(～7/12)

12 金 建設産業部会総会・研修会

16 火
定例商工相談（発明）
ＩＴなんでも相談会
3級簿記講習会（7/9～10/8）毎週火曜日開催

24 水 サービス部会総会・研修会

25 木
常議員会
第1回GX推進委員会

26 金 一日公庫
8月 1 木 新入会員交流会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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快適住環境の創造

・窓口での相談 ・事業計画策定支援 ・創業セミナー・創業塾開催
・各種専門家派遣 ・補助金申請支援 ・資金調達支援
・M&Aマッチング支援 ・ビジネスマッチング支援 ・販路開拓・拡大支援
・創業後フォローアップ ・その他の支援
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・窓口での相談 ・事業計画策定支援 ・創業セミナー・創業塾開催
・各種専門家派遣 ・補助金申請支援 ・資金調達支援
・M&Aマッチング支援 ・ビジネスマッチング支援 ・販路開拓・拡大支援
・創業後フォローアップ ・その他の支援



「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　出雲営業所　　〒693-0011 島根県出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4F　TEL：0853-23-6276
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